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新機能および変更された機能に関する情報

NCS 1001のその他のコンフィギュレーションガイドについては、『Data Models Configuration
Guide for Cisco NCS 1001』および『Telemetry Configuration Guide for Cisco NCS 1000 Series』を
参照してください。

次の表に、リリース 7.1.1のコンフィギュレーションガイドの新機能および変更点の情報をま
とめ、機能が記載されている場所を示します。

表 1 :新機能および変更された機能：R7.1.1

参照先説明機能

自動モードでの OTDRの設定自動モードでは、定期スキャ

ンパラメータで指定された定

期スキャン時間が経過するた

びに OTDRスキャンが実行さ
れます。

定期的な OTDRスキャン

イベントに基づく自動モード

での OTDR測定
自動モードでの OTDR測定
は、次のイベントが発生する

と、TXと RXの両方向の 2つ
のノード間で自動的に開始さ

れます。

•モニター対象のファイバ
スパンで LOSアラームが
発生し、OTDR自動測定
が有効になっている場

合。

•スパン損失の現在の値と
スパン損失のベースライ

ン値の間に差がある場

合。

イベントに基づく自動モード

での OTDR測定
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参照先説明機能

グリッドレス OCMサポート
（EDFA）

グリッドレスOCM（光チャネ
ルモニター）サポート機能が

拡張され、25GHzの倍数で
50GHz～ 800GHzのチャネル
幅のトランスポンダをサポー

トするようになりました。

Flex-Gridサポート

増幅器の自動 OTS-OCHしき
い値

増幅器機能の自動 OTS-OCH
しきい値は、ノード自体に搭

載されている各EDFA（Erbium
Doped Fiber Amplifier）カード
で有効または無効にできま

す。

EDFAの自動OTS-OCHしきい
値

管理インターフェイスでの
Link Layer Discovery Protocol
（LLDP）のサポート

管理インターフェイス機能で

の LLDPサポートでは、シス
テムがシステム管理インター

フェイスを介して LLDPネイ
バーシップを形成し、LLDPネ
イバー情報をアドバタイズお

よび学習する必要がありま

す。ネイバーに関するこの情

報は、ネイバーについて学習

し、運用、管理、およびメン

テナンス（OAM）目的でデバ
イスのトポロジを学習するた

めに使用できます。

管理ポートでの LLDPサポー
ト
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第 1 章

管理インターフェイスの設定

この章では、管理インターフェイスの設定方法について説明します。

•デュアル IPアドレス（1ページ）
•管理インターフェイスでの Link Layer Discovery Protocol（LLDP）のサポート（2ペー
ジ）

デュアル IPアドレス
デュアル独立 XRインターフェイスを使用すると、2つのイーサネットインターフェイスを、
異なるサブネットと同じサブネットの 2つの異なるスイッチに接続できます。リリース 6.5.1
以降では、イーサネットスイッチMGMT RJ45および光 SFP MGMTから CPUへの異なるポー
トがあります。

XRへの 2つの異なる管理イーサネットインターフェイスは次のとおりです。

• RJ45ポートを表すMgmtEth 0/RP0/CPU0/0（既存）。

• SFPポートを表すMgmtEth 0/RP0/CPU0/1（新規）。

iPXEは、新しい光インターフェイスを介した電源投入時にはサポートされません。

SFPのみを使用して以前のリリースからアップグレードすると、MGMT接続が失われます。
この場合、コンソールポートを介して設定する必要があります。

2つの異なるインターフェイスを使用する前に、BIOSをアップグレードし、0/RP0ロケーショ
ンをリロードする必要があります。

次に、show running-configコマンドの出力例を示します。

例

RP/0/RP0/CPU0:MYST-144#show running-config
….
interface MgmtEth0/RP0/CPU0/0
ipv4 address xxx.xxx.xxx.xxx yyy.yyy.yyy.yyy
!
interface MgmtEth0/RP0/CPU0/1
ipv6 address xxxx:xxxx:xxxx:xxxx::xxx:xxx/yy
ipv6 enable
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!
interface MgmtEth0/RP0/OSC1/0
shutdown
!
interface MgmtEth0/RP0/OSC2/0
shutdown
!
interface MgmtEth0/RP0/OSC3/0
shutdown
!

管理インターフェイスでの Link Layer Discovery Protocol
（LLDP）のサポート

管理インターフェイス機能でのLLDPサポートでは、システムがシステム管理インターフェイ
スを介して LLDPネイバーシップを形成し、LLDPネイバー情報をアドバタイズおよび学習す
る必要があります。ネイバーに関するこの情報は、ネイバーについて学習し、運用、管理、お

よびメンテナンス（OAM）目的でデバイスのトポロジを学習するために使用できます。

LLDPの利点

•シスコ以外のデバイスをサポートします。

•シスコ以外のデバイス間のネイバー探索を有効にします。

Cisco Discovery Protocol（CDP）と LLDP

CDPは、レイヤ 2で実行されるデバイスディスカバリプロトコルです。レイヤ 2はデータリ
ンク層とも呼ばれ、ルータ、ブリッジ、アクセスサーバー、スイッチなどのすべてのシスコデ

バイスで機能します。このプロトコルを使用すると、ネットワーク管理アプリケーションは、

ネットワークに接続されている他のシスコデバイスを自動的に検出して、そのデバイスについ

て学習できます。

LLDPも、レイヤ 2で実行されるデバイスディスカバリプロトコルです。このプロトコルを使
用すると、ネットワーク管理アプリケーションは、ネットワークに接続されている他のシスコ

以外のデバイスを自動的に検出して、そのデバイスについて学習できます。

LLDPを使用したシスコ以外のデバイス間の相互運用性

LLDPは、ネットワークデバイスがネットワーク上の他のデバイスに自分の情報をアドバタイ
ズするために使用するネイバー探索プロトコルです。このプロトコルはデータリンク層で動作

するため、異なるネットワーク層プロトコルが稼動する2つのシステムで互いの情報を学習で
きます。

LLDPを使用すると、ユーザーは特定の物理ネットワーク接続に関する情報にもアクセスでき
ます。ユーザーが SNMPを介してシスコ以外のモニタリングツールを使用する場合、LLDPは
システムがサポートするオブジェクト ID（OID）を識別するのに役に立ちます。サポートされ
ている OIDは次のとおりです。

• 1.0.8802.1.1.2.1.4.1.1.4

• 1.0.8802.1.1.2.1.4.1.1.5
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• 1.0.8802.1.1.2.1.4.1.1.6

• 1.0.8802.1.1.2.1.4.1.1.7

• 1.0.8802.1.1.2.1.4.1.1.8

• 1.0.8802.1.1.2.1.4.1.1.9

• 1.0.8802.1.1.2.1.4.1.1.10

• 1.0.8802.1.1.2.1.4.1.1.11

• 1.0.8802.1.1.2.1.4.1.1.12

ネイバー探索

システムは、管理ネットワーク内の他のデバイスがこのデバイスについて学習できるように、

管理ネットワークを介して LLDP TLV（Type Length Value）の詳細をアドバタイズします。

LLDPを設定するための前提条件

• LLDPフルスタック機能は、NCS1001システムでサポートされている 3つの管理インター
フェイスすべてでサポートされています。

•ユーザーは、任意の管理インターフェイスでLLDPをオンデマンドで選択的に有効または
無効にできます。

•ユーザーは、管理インターフェイスレベルでLLDP送受信機能を選択的に有効または無効
にできます。

• LLDPを使用して収集した情報は、デバイスの管理情報ベース（MIB）に保存し、簡易ネッ
トワーク管理プロトコル（SNMP）を使用して照会できます。

• LLDP運用データは、コマンドラインインターフェイスと netconf-yangインターフェイス
の両方で使用できます。

LLDPのグローバルな有効化

ユーザーが LLDPをグローバルに有効にすると、LLDPをサポートするすべてのインターフェ
イスが、送受信の両方の動作に対して自動的に有効になります。

受信または送信動作を無効にするには、インターフェイスでこのデフォルト動作を上書きでき

ます。

（注）

次の表に、ユーザーが設定可能なグローバル LLDP属性を示します。
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表 2 :

説明範囲デフォルト属性

ホールド時間を秒数で

指定します。ホールド

時間とは、LLDPデバ
イスが廃棄する前にネ

イバー情報を保持する

時間または期間を指し

ます。

0～ 65535120Holdtime

任意のインターフェイ

スでLLDPの初期化を
実行するための遅延

（秒単位）

2-52Reinit

LLDPパケットが送信
されるレートを指定し

ます（秒単位）。

5～ 6553430Timer

次に、LLDPをグローバルに設定するコマンドの例を示します。グローバルLLDP設定により、
mgmtEth 0/RP0/CPU0/0と mgmtEth 0/RP0/CPU0/1の両方の管理インターフェイスで LLDPが有
効になります。

RP/0/RP0/CPU0:ios#configure terminal
RP/0/RP0/CPU0:ios(config)#lldp management enable
RP/0/RP0/CPU0:ios(config)#lldp holdtime 30
RP/0/RP0/CPU0:ios(config)#lldp reinit 2
RP/0/RP0/CPU0:ios(config)#commit
RP/0/RP0/CPU0:ios(config)#end

確認

show running-config lldpコマンドを使用して、LLDP設定を確認できます。

show running-config lldpコマンドの出力は次のとおりです。

RP/0/RP0/CPU0:regen#show running-config lldp
Tue Dec 10 10:36:11.567 UTC
lldp
timer 30
reinit 2
holdtime 120
management enable
!

show lldp interfaceおよび show lldp neighborsコマンドを使用して、LLDPデータを確認で
きます。

show lldp interfaceコマンドの出力は次のとおりです。

RP/0/RP0/CPU0:regen#show lldp interface
Thu Nov 7 08:45:22.934 UTC
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MgmtEth0/RP0/CPU0/0:
Tx: enabled
Rx: enabled
Tx state: IDLE
Rx state: WAIT FOR FRAME

MgmtEth0/RP0/CPU0/1:
Tx: enabled
Rx: enabled
Tx state: IDLE
Rx state: WAIT FOR FRAME

show lldp neighborsコマンドの出力は次のとおりです。

RP/0/RP0/CPU0:M-131#show lldp neighbors
Mon Dec 2 11:01:20.143 CET
Capability codes:

(R) Router, (B) Bridge, (T) Telephone, (C) DOCSIS Cable Device
(W) WLAN Access Point, (P) Repeater, (S) Station, (O) Other

Device ID Local Intf Hold-time Capability Port ID
[DISABLED] MgmtEth0/RP0/CPU0/0 120 B gi19
MYS-130 MgmtEth0/RP0/CPU0/1 120 R MgmtEth0/RP0/CPU0/1

各管理インターフェイスでの LLDPの有効化

次に、管理インターフェイスレベルで LLDPを設定するコマンドの例を示します。
RP/0/RP0/CPU0:ios#configure terminal
RP/0/RP0/CPU0:ios(config)#interface mgmtEth 0/RP0/CPU0/X
RP/0/RP0/CPU0:ios(config-if)#lldp enable
RP/0/RP0/CPU0:ios(config-if)#commit
RP/0/RP0/CPU0:ios(config-if)#end

LLDP送信および受信動作の無効化

次に、指定した管理インターフェイスで LLDP送信動作を無効にするコマンドの例を示しま
す。

RP/0/RP0/CPU0:ios#configure terminal
RP/0/RP0/CPU0:ios(config)#interface mgmtEth 0/RP0/CPU0/X
RP/0/RP0/CPU0:ios(config-if)#lldp transmit disable
RP/0/RP0/CPU0:ios(config-if)#commit
RP/0/RP0/CPU0:ios(config-if)#end

次に、指定した管理インターフェイスで LLDP受信動作を無効にするコマンドの例を示しま
す。

RP/0/RP0/CPU0:ios#configure terminal
RP/0/RP0/CPU0:ios(config)#interface mgmtEth 0/RP0/CPU0/X
RP/0/RP0/CPU0:ios(config-if)#lldp receive disable
RP/0/RP0/CPU0:ios(config-if)#commit
RP/0/RP0/CPU0:ios(config-if)#end

LLDPの問題のデバッグ

次のコマンドは、LLDP機能の問題をデバッグするために使用されます。

• show lldp traffic

• debug lldp all

• debug lldp errors
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• debug lldp events

• debug lldp packets

• debug lldp tlvs

• debug lldp trace

• debug lldp verbose
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第 2 章

コントローラの設定

このソフトウェアリリースのサポートは終了しています。詳細については、「サポート終了と

販売終了のお知らせ」を参照してください。

（注）

この章では、OTSおよび OTS OCHコントローラの設定方法について説明します。

•コントローラ（7ページ）
• OTSコントローラの設定（8ページ）
• OTSコントローラの表示パラメータ（10ページ）
•スパン損失計算（12ページ）
•スパン損失計算の表示（12ページ）
•デュアル IPアドレス（13ページ）
• OTS OCHコントローラの設定（14ページ）
• OTS OCHコントローラの表示パラメータ（15ページ）

コントローラ
コントローラは、「ラック/スロット/インスタンス/ポート」の形式で表されます。たとえば、
0/1/0/1です。

0ラック

1～ 3。プラガブル光モジュール用のスロッ
ト。

スロット

0インスタンス

特定のプラガブル光モジュールによって異な

る。

ポート
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OTSコントローラの設定
光トランスポートセクション（OTS）コントローラは、OTS光インターフェイスのすべての
光パラメータを保持します。光インターフェイスは、フォトダイオード、VOA、増幅器、OCM
などのハードウェアコンポーネントに応じて異なる機能を備えています。したがって、OTSコ
ントローラで有効または無効にするパラメータは、特定の光インターフェイスの実際のハード

ウェア機能によって異なります。各パラメータは、RXまたは TXセクションを参照する場合
があります。たとえば、フォトダイオードが存在する場合、OTSコントローラは合計光パワー
を読み取ることができます。コントローラが作成されると、各ハードウェア機能が有効または

無効になります。

OTSコントローラの低パワーしきい値、VOA減衰設定点、増幅器ゲイン範囲、増幅器チルト、
増幅器ゲイン設定点などのパラメータを設定できます。OTSインターフェイスの説明は、光増
幅器モジュール上にあるため追加できません。OTSコントローラを設定するには、次のコマン
ドを使用します。

configure

controller controllertype Rack/Slot/Instance/Port

rx enable

rx-low-threshold value

tx enable

tx-low-threshold value

rx-voa-attenuation value

tx-voa-attenuation value

ampli-control-mode {automatic | manual}

ampli-gain-range {normal | extended}

ampli-gain value

ampli-tilt value

ampli-channel-power value

channel-power-max-delta value

osri {on | off}

safety-control-mode {auto | disabled}

commit

end

例

次に、増幅器ゲイン範囲が拡張に設定され、増幅器ゲイン設定点が 29.0 dBに設定されている
例を示します。
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configure
controller ots 0/3/0/0
ampli-gain-range extended
ampli-gain 290
commit

end

次に、前置増幅器の安全制御モードが自動に設定されている例を示します。

configure
controller ots 0/3/0/0
safety-control-mode auto
commit

end

次に、ブースタ増幅器の安全制御モードが無効に設定されている例を示します。

configure
controller ots 0/3/0/1
safety-control-mode disabled
commit

end

OTSコントローラの設定パラメータ

表 3 : OTSコントローラの設定パラメータ

注意デフォル

ト

範囲ハードウェ

ア機能

説明パラメータ

-40.0-400～ +300フォトダイ

オード

低受信パ

ワーしき

い値

rx-low-threshold（0.1
dBm）

-20.0-400～ +300フォトダイ

オード

低送信パ

ワーしき

い値

tx-low-threshold（0.1
dBm）

0.00～ 200VOARX VOA
減衰設定

点

rx-voa-attenuation
（0.1 dBm）

0.00～ 200VOATX VOA
減衰設定

点

tx-voa-attenuation
（0.1 dBm）

automaticの値は、
hw-moduleの設定でグ
リッドが指定されてい

る場合にのみ互換性が

あります。

automaticautomaticお
よび manual

増幅器増幅器制

御モード

ampli-control-mode
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注意デフォル

ト

範囲ハードウェ

ア機能

説明パラメータ

増幅器ゲインの範囲

は、コントローラが

シャットダウン状態に

ある場合にのみ設定で

きます。

normalnormalおよ
び extended

増幅器増幅器ゲ

イン範囲

ampli-gain-range

増幅器ゲイン設定点の

実際の範囲は、増幅器

ゲイン範囲によって異

なります。

0.00～ 500増幅器増幅器ゲ

イン設定

点

ampli-gain（0.1
dBm）

0.0-50～ +50増幅器増幅器チ

ルト

ampli-tilt（0.1 dBm）

3.00～ 200増幅器測定され

たすべて

のチャネ

ルパワー

間の最大

差異

channel-power-max-delta
（0.1 dBm）

0.0-400～ +300増幅器チャネル

パワー設

定点ごと

の増幅器

ampli-channel-power
（0.1 dBm）

osriが onの場合、レー
ザーは offになり、そ
の逆も同様です。

offonおよび off増幅器光セーフ

ティリ

モート

インター

ロック

osri

安全制御モードが無効

になっている場合、増

幅器の光パワーは安全

のために 20dB未満に
なります。

autoautoおよび
disabled

増幅器安全制御

モード

safety-control-mode

OTSコントローラの表示パラメータ
OTSコントローラのパラメータを表示するには、次の手順を使用します。

show controllers controllertype Rack/Slot/Instance/Port [summary]
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• show controllerコマンドは、キーワードが指定されていない場合に、すべての設定パラ
メータ、PMしきい値、およびアラームを表示します。

• show controllerコマンドは、summaryキーワードが指定されている場合に、rx/txパワー
値とポートステータスを理解するための最小限の情報を表示します。

• *ワイルドカードを使用すると、スロットに関連付けられているすべてのコントローラを
表示できます。たとえば、show controllers ots 0/1/0/* summaryです

例

RP/0/RP0/CPU0:ios#show controllers ots 0/3/0/1

Wed Aug 23 09:08:27.962 UTC

Controller State: Up

Transport Admin State: In Service

Port Type: Line

Laser State: Off

Optics Status::

Alarm Status:
-------------
Detected Alarms:
RX-LOC

Alarm Statistics:
-----------------
LOW-RX-PWR = 0
LOW-TX-PWR = 0
RX-LOS-P = 0
RX-LOC = 1
AMPLI-GAIN-DEG-LOW = 0
AMPLI-GAIN-DEG-HIGH = 0
AUTO-LASER-SHUT = 0
AUTO-POW-RED = 89
AUTO-AMPLI-CTRL-DISABLED = 0
AUTO-AMPLI-CFG-MISMATCH = 0
SWITCH-TO-PROTECT = 0
AUTO-AMPLI-CTRL-RUNNING = 0

Parameter Statistics:
---------------------
TX Power = -40.00 dBm
RX Power = -40.00 dBm
Ampli Gain = -1.00 dB
Ampli Tilt = 0.00
Total TX Power = -40.00 dBm
Total RX Power = -40.00 dBm

Configured Parameters:
-------------
Rx Low Threshold = -25.0 dBm
Tx Low Threshold = -20.0 dBm
Ampli Gain = 1.00 dB
Ampli Tilt = 0.00
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Ampli Channel power = 0.00 dBm
Channel Power Max Delta = 3.00 dBm
Ampli Control mode = Manual
Ampli Gain Range = Normal
Ampli Safety Control mode = auto
Osri = OFF

スパン損失計算
スパン損失計算は、NCS 1001システム間のスパン損失の自動計算です。この機能は、中間の
ILAノードの有無にかかわらず、保護または非保護、線形などの各トポロジに適用されます。

スパン損失計算は、OTSコントローラで使用可能なソフトウェア機能であり、hw-module設定

を使用して静的に有効または無効にすることができます。スパン損失計算は、EDFAポートの
TXおよび RXの合計パワーを使用して行われます。

この機能では、次の 2つの新しいパラメータが EDFAカードの show controller otsコマンドで
管理されます。

• RX Span Loss

• TX Span Loss

スパン損失計算は、設定が変更されると 5分ごとに自動的に実行されます。優先順位に従っ
て、可能な設定は次のとおりです。

•リモートノード。

• OSPFを介した OSC。

制限事項

•スパン損失計算は、EDFAポートの送信側と受信側の合計パワーを考慮して行われます。
PSMカードがスパンに接続されている場合（たとえば、パス保護トポロジの場合）、スパ
ン境界はより近い EDFAポートであると見なされます。

スパン損失計算の表示
機能が有効になり、最初のスパン損失計算後に、計算された損失（IPv4と IPv6の両方）をshow

controller otsコマンドを使用して取得できます。出力に RX Span Lossと TX Span Lossが追
加されます。RX Span Lossと TX Span Lossは、スパンのエッジで読み取られた TX合計パワー
と RX合計パワーの差の結果として取得されます。

TERMノードの場合、コマンドはLINEポートに適用されます。たとえば、スロット1のEDFA
の場合、計算されたスパン損失は次のコマンドの出力に表示されます。

#show controllers ots 0/1/0/1
…
…
RX Span Loss = 15.20 dB
TX Span Loss = 14.80 dB
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…
…

ILAノードの場合、コマンドは LINEポート（controller ots 0/slot/0/1）に適用されて関連

スパンの RX Span Lossを取得し、COMポート（controllers ots 0/slot/0/0）に適用されて

関連スパンの TX Span Lossを取得します。

たとえば、スロット 3に装着された ILAサイトの EDFAの場合は次のようになります。
show controllers ots 0/3/0/1
…
RX Span Loss = 12.40 dB
show controllers ots 0/3/0/0
…
TX Span Loss = 11.90 dB

デュアル IPアドレス
デュアル独立 XRインターフェイスを使用すると、2つのイーサネットインターフェイスを、
異なるサブネットと同じサブネットの 2つの異なるスイッチに接続できます。リリース 6.5.1
以降では、イーサネットスイッチMGMT RJ45および光 SFP MGMTから CPUへの異なるポー
トがあります。

XRへの 2つの異なる管理イーサネットインターフェイスは次のとおりです。

• RJ45ポートを表すMgmtEth 0/RP0/CPU0/0（既存）。

• SFPポートを表すMgmtEth 0/RP0/CPU0/1（新規）。

iPXEは、新しい光インターフェイスを介した電源投入時にはサポートされません。

SFPのみを使用して以前のリリースからアップグレードすると、MGMT接続が失われます。
この場合、コンソールポートを介して設定する必要があります。

2つの異なるインターフェイスを使用する前に、BIOSをアップグレードし、0/RP0ロケーショ
ンをリロードする必要があります。

次に、show running-configコマンドの出力例を示します。

例

RP/0/RP0/CPU0:MYST-144#show running-config
….
interface MgmtEth0/RP0/CPU0/0
ipv4 address xxx.xxx.xxx.xxx yyy.yyy.yyy.yyy
!
interface MgmtEth0/RP0/CPU0/1
ipv6 address xxxx:xxxx:xxxx:xxxx::xxx:xxx/yy
ipv6 enable
!
interface MgmtEth0/RP0/OSC1/0
shutdown
!
interface MgmtEth0/RP0/OSC2/0
shutdown
!
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interface MgmtEth0/RP0/OSC3/0
shutdown
!

OTS OCHコントローラの設定
光トランスポートセクションOCH（OTSOCH）コントローラは、OTS光インターフェイスで
使用可能なOCMデバイスを表します。このコントローラは、OTSインターフェイス上でチャ
ネル粒度を持つように作成されます。OTSOCHコントローラには波長情報が含まれています。
コントローラ番号は 1から始まり、ITUチャネル IDと一致します。

グリッド構成（ITU 100GHzまたは 50GHzグリッド）に応じて、OTSコントローラごとに複数
のOTSOCHコントローラが作成されます。100GHzグリッド用に 48個のOTSOCHコントロー
ラが作成され、50GHzグリッド用に 96個の OTS OCHコントローラが作成されます。

OTSOCHコントローラのRX低パワーしきい値やTX低パワーしきい値などのパラメータを設
定できます。OTS OCHコントローラを設定するには、次のコマンドを使用します。

configure

controller controllertype Rack/Slot/Instance/Port

rx-low-threshold value

tx-low-threshold value

commit

end

例

configure
controller ots-och 0/1/0/0
rx-low-threshold -30
tx-low-threshold -35
commit

end

OTS OCHコントローラの設定パラメータ

表 4 : OTS OCHコントローラの設定パラメータ

デフォルト範囲ハードウェア機能説明パラメータ

-25.0-500～ +300OCM低受信パワーしき

い値

rx-low-threshold
（0.1 dBm）

-25.0-500～ +300OCM低送信パワーしき

い値

tx-low-threshold
（0.1 dBm）
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OTS OCHコントローラの表示パラメータ
OTS OCHコントローラのパラメータを表示するには、次の手順を使用します。

show controllers controllertype Rack/Slot/Instance/Port/Channel-number [summary]

• show controllerコマンドは、キーワードが指定されていない場合に、すべての設定パラ
メータ、PMしきい値、およびアラームを表示します。

• show controllerコマンドは、summaryキーワードが指定されている場合に、rx/txパワー
値と波長を表示します。

• *ワイルドカードを使用すると、OTSコントローラに関連付けられているすべての OTS
OCHコントローラを表示できます。たとえば、show controllers ots-och 0/1/0/* summary
です

例

RP/0/RP0/CPU0:ios#show controllers ots-och 0/3/0/1/1

Fri Feb 24 13:20:18.456 CET

Controller State: Up

Transport Admin State: Maintenance

Port Type: Line

Laser State: On

Optics Status::

Alarm Status:
-------------
Detected Alarms:

LOW-RX-PWR

Alarm Statistics:
-----------------
LOW-RX-PWR = 219
LOW-TX-PWR = 5
RX-LOS-P = 0
RX-LOC = 0
AMPLI-GAIN-DEG-LOW = 0
AMPLI-GAIN-DEG-HIGH = 0
AUTO-LASER-SHUT = 0
AUTO-POW-RED = 0
AUTO-AMPLI-CTRL-DISABLED = 0
AUTO-AMPLI-CFG-MISMATCH = 0
SWITCH-TO-PROTECT = 0

Parameter Statistics:
---------------------
TX Power = 4.10 dBm
RX Power = -30.70 dBm
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Configured Parameters:
-------------
Rx Low Threshold = -25.0 dBm
Tx Low Threshold = -25.0 dBm
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第 3 章

光モジュールの設定

この章では、光増幅器モジュールおよび保護スイッチングモジュール（PSM）の設定方法につ
いて説明します。

設定済みの光モジュールを別のタイプの光モジュールと交換する場合は、新しいモジュールを

取り付ける前に、古いモジュールの設定をクリアする必要があります。たとえば、設定済みの

EDFAモジュールを同じスロットの PSMと交換する場合は、EDFA設定をクリアします。

一般に、NCS 1001スロットに搭載されたカードの構成は次のとおりです。

•カード設定：カードが装着されているスロット Sに関連する hw-moduleパラメータの設定

• OTSコントローラの設定

•光コントローラの設定：EDFAカードのみ

次のコマンドは、前のカードの設定をクリアします。

1. no hw-module location 0/RP0/CPU0 slot <S>

カードのパラメータ設定をクリアします。

2. no controller ots Rack/Slot/Instance/Port

OTSコントローラの設定をクリアします。

3. no controller optics Rack/Slot/Instance/Port

（任意）コントローラの光学設定をクリアします。これは、以前にスロット Sに装着され
ていたカードが EDFAの場合にのみ実行する必要があります。

（注）

•光増幅器モジュール（18ページ）
•増幅器の設定（19ページ）
•増幅器モジュールの設定（21ページ）
•インライン増幅器（22ページ）
• ILA手動モードでの増幅器モジュールの設定（23ページ）
• ILA自動モードでの増幅器モジュールの設定（24ページ）
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•グリッドレス OCMサポート（26ページ）
•保護スイッチングモジュール（26ページ）
•保護スイッチングモジュールの設定（27ページ）
•保護スイッチングモジュールの自動しきい値 （30ページ）
• PSMの rx-low-thresholdの設定（31ページ）
• PSMの自動しきい値の有効化（34ページ）
• PSMの相対スイッチしきい値の設定（34ページ）
•増幅器の自動 OTS-OCHしきい値（35ページ）
• PSM仮想フォトダイオード（36ページ）
• PSM 3方向保護（38ページ）
• PSM復元スイッチ（38ページ）
• PSM復元スイッチの設定（39ページ）
• OSC（41ページ）
•リモート管理（41ページ）
•ネットワークトポロジ検出（42ページ）
•管理インターフェイスと OSCインターフェイスの設定（42ページ）
•スタティックルートの設定（43ページ）
• OSPFルートの設定（43ページ）
• OSPFルーティングテーブルの確認（44ページ）
•ネットワークの問題のトラブルシューティング（44ページ）

光増幅器モジュール
光増幅器モジュール（NCS1K-EDFA）には、前置増幅器とブースタ増幅器があります。

光増幅器モジュールは、次の機能を提供します。

•前置増幅器（LINE-RXから COM-TXへ）：リンク損失に応じて切り替え可能なゲイン範
囲を持つ単一の前置増幅器のバリエーション。

•範囲 # 1：0〜 24 dBゲイン、チルト制御あり。24〜 27ゲイン、チルト制御なし

•範囲 # 2：20〜 34 dBゲイン、チルト制御あり。34〜 37 dBゲイン、チルト制御なし

• COM-TXポートで 23dBmの出力パワー

•ブースタ増幅器（COM-RXから LINE-TX）：真の可変ゲインブースタ増幅器

•ゲインの範囲：1～ 20。20～ 25の制御されていないチルト。

• LINE-TXポートで 23dBmの出力パワー

• ADD/DROP OSCチャネル：1510nmおよび 1610nm +/– 10nmの両方をサポート

• OCMはチャネルの存在とゲインの調整、およびチャネルごとのパワーモニタリングを評
価。

Cisco NCS 1001 IOS XRリリース 7.1.1コンフィギュレーションガイド
18

光モジュールの設定

光増幅器モジュール



図 1 : EDFAの正面図

OSC用 XFPおよび追加の OTDR機能1

OSC（光サービスチャネル）用 SFP2

ステータス LED3

サービスチャネル入出力ポート（OSC - RX、TX）4

PREおよび BST増幅器の入力および出力ポート

（L（LINE）- RX、TX）

（C（COM）- RX、TX）

（COM - TX CHECK）

5

次の表に、光増幅器モジュールのコントローラと光ポートのマッピングを示します。

光ポートコントローラ

• COM-RX（ブースタ入力）

• COM-TX（前置増幅器出力）

Ots 0/slot/0/0

• LINE-RX（前置増幅器入力）

• LINE-TX（ブースタ出力）

Ots 0/slot/0/1

• OSC-RX

• OSC-TX

Ots 0/slot/0/2

COM-CHECKOts 0/slot/0/3

増幅器の設定
NCS 1001は、増幅器を制御する 2つの方法をサポートしています。
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•手動：すべての増幅器設定は、ユーザーによって制御されます。

•自動：すべての増幅器設定は、内部増幅器のパワーレギュレータによって制御されます。

UDCポート設定

NCS 1001の前面プレートには 3つの UDC RJ-45ポートがあります。各ポートは、スロットに
静的に関連付けられます（UDC1はスロット 1、UDC2はスロット 2、UDC3はスロット 3）。
UDCポートは 1つのギガビットイーサネットポートであり、ユーザーはこれらのポートに任
意のイーサネットトラフィックを送信できます。

UDCトラフィックは回線を通過し、光増幅器モジュール（NCS1K-EDFA）のOSCアド/ドロッ
プフィルタによって追加およびドロップされます。UDCトラフィックは、タグ付けされた回
線を通過します。タグ付け操作とタグ付け解除操作は、送信トラフィックの制限なしで、設定

で指定された UDC VLANに基づいて NCS 1001によって実行されます。トラフィックは、タ
グ付き、複数のタグ付き、またはタグなしにすることができます。ただし、各パケットに4バ
イトのタグが追加されるため、100%の使用率は達成できません。

リモート管理用 UDCアプリケーション

次の図は、EPNMがリモートサイトで NCS 1000シリーズを管理するために使用できる UDC
のアプリケーションを示しています。

図 2 :リモート管理用 UDCアプリケーション：シナリオ 1
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図 3 :リモート管理用 UDCアプリケーション：シナリオ 2

増幅器モジュールの設定
configure

hw-module location 0/RP0/CPU0 slot slot-number ampli

node-type value

grid-mode value

udc-vlan value

commit

end

例

次に、増幅器モジュールがスロット 3に挿入され、udc-vlanが 4000に設定されている例を示し
ます。

configure
hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 3 ampli

[
grid-mode 100GHz
udc-vlan 4000

]
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増幅器モジュールの設定パラメータ

表 5 :増幅器モジュールの設定パラメータ

デフォルト範囲/値説明パラメータ

50GHz• 100GHz：48チャネル間隔
の 100GHzグリッドチャ
ネルで増幅器を設定しま

す。

• 50GHz：96チャネル間隔
の 50GHzグリッドチャネ
ルで増幅器を設定しま

す。

• gridless：フレックススペ
クトルの増幅器を設定し

ます。

増幅器モジュールのイン

ターフェイス上の光スペク

トルを定義します。

grid-mode

TERMTERM、ILA増幅器が動作するように設

定するノードのタイプを定

義します。

node-type

2～ 4080選択したスロットとその

UDCポートに関連付けら
れている VLANを定義し
ます。

udc-vlan

インライン増幅器
光増幅器モジュール（NCS1K-EDFA）は、インライン増幅器（ILA）モードで設定できます。
ILAモードは、単一のスパンで端末ノードに接続できない場合に使用されます。ILAモード
は、スロット 1および 3でのみサポートされます。

ILAモードは、2方向の前置増幅器の動作のみをサポートします。ブースタモジュールは、ILA
モードでオフになります。ILAモードは、前置増幅器のゲイン範囲 1および 2をサポートし、
23dBmの出力パワー前置増幅器を提供します。

ILAモードでは、光増幅器モジュールの LINE-RXおよび COM-TXポートが有効になります
が、光増幅器モジュールのLINE-TXおよびCOM-RXポートは無効になります。OCMはLINE-RX
および COM-TXポート値を報告しますが、LINE-TXおよび COM-RXポート値は -40.00 dBm
に設定されます。ILAモードでは、LINE-RXは光増幅器モジュールの LINE-RXで終端します
が、LINE-TXは外部 OSCモジュール（15216-FLD-OSC=）で終端します。
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図 4 : ILA光回路図

ILA手動モードでの増幅器モジュールの設定
増幅器が ILAに設定されている場合、すべての設定は前置増幅器でのみ実行されます。ノード
を ILAに設定した後、増幅器のゲイン、RX低しきい値、および増幅器のチルトを前置増幅器
で設定できます。

configure

hw-module location 0/RP0/CPU0 slot slot-number ampli node-type value

commit

end

controller controllertype Rack/Slot/Instance/Port

ampli-control-mode {automatic | manual}

ampli-gain value

rx-low-threshold value

ampli-tilt value

commit

end

例

次に、増幅器モジュールが ILA手動モードで設定されている例を示します。ノードタイプは
ILAに設定されます。このパラメータは、ブースタ側をオフにし、スロット 1と 3の間の安全
を有効化します。
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configure
hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 3 ampli node-type iLA
commit
end
controller ots 0/3/0/0
ampli-control-mode manual
ampli-gain 200
rx-low-threshold -300
ampli-tilt -10
commit

end

ILA自動モードでの増幅器モジュールの設定
ILA自動モードの増幅器モジュールで実行される設定は、端末ノードで実行される設定と同様
です。ILAモードではブースタがオフになるため、設定は前置増幅器でのみ実行されます。

configure

hw-module location 0/RP0/CPU0 slot slot-number ampli

grid-mode value

node-type value

commit

end

controller controllertype Rack/Slot/Instance/Port

ampli-control-mode {automatic | manual}

ampli-channel-power value

ampli-tilt value

rx-low-threshold value

channel-power-max-delta value

ampli-gain value

ampli-gain-range {normal | extended}

commit

end

例

次に、増幅器モジュールが ILA自動モードで設定されている例を示します。

configure
hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 3 ampli
grid-mode 50GHz
node-type iLA
commit
end
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controller ots 0/3/0/0
ampli-control-mode automatic
ampli-channel-power 30
ampli-tilt -10
rx-low-threshold -331
ampli-gain 220
ampli-gain-range extended
commit

end

次に、show running-configコマンドの例を示します。

line console
exec-timeout 0 0
!
line default
exec-timeout 0 0
session-timeout 0
!
ntp
server 10.58.228.1
update-calendar
!
hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 1
ampli udc-vlan 11
ampli grid-mode 50GHz
ampli node-type ILA
!
hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 3
ampli udc-vlan 10
ampli grid-mode 50GHz
ampli node-type ILA
!
interface MgmtEth0/RP0/CPU0/0
ipv4 address 10.58.229.143 255.255.252.0
!
interface MgmtEth0/RP0/OSC1/0
shutdown
!
interface MgmtEth0/RP0/OSC2/0
shutdown
!
interface MgmtEth0/RP0/OSC3/0
shutdown
!
controller Ots0/1/0/0
ampli-tilt -12
ampli-control-mode automatic
ampli-channel-power 22
channel-power-max-delta 45
!
controller Ots0/1/0/1
rx-low-threshold -250
!
controller Ots0/3/0/0
ampli-tilt -12
ampli-control-mode automatic
ampli-channel-power 22
channel-power-max-delta 45
!
controller Ots0/3/0/1
rx-low-threshold -250
!
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router static
address-family ipv4 unicast
0.0.0.0/0 10.58.228.1

!
!
netconf-yang agent
ssh
!
ssh server v2
end

グリッドレス OCMサポート
概要

グリッドレス OCM（光チャネルモニター）サポート機能は、50GHz～ 100GHzのチャネル幅
のトランスポンダをサポートするために導入されました。R7.1.1では、チャネル幅は 25GHz
の倍数で50GHz～800GHzに設定できます。グリッドレスモードでは、増幅器ゲインは、チャ
ネルごとのパワーパラメータではなく、パワースペクトル密度パラメータを使用して計算され

ます。フレックスグリッドは、NCS1004の600Gインターフェイスをサポートする機能を提供
します。

制限事項

•チャネル幅を設定すると、最も近いチャネルが無効になります。

チャネル幅の設定

チャネル幅は 1000～ 8000の範囲で設定できます。

次のコマンドは、チャネル幅を 100GHzに設定します。これは、チャネルがそれぞれ 12.5GHz
の 8つのスライス上に配置されることを意味します。

hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 1 ampli flex-mode flex-spectrum
channel-id 1 channel-width 1000

次のコマンドは、チャネル幅を 800GHzに設定します。これは、チャネルがそれぞれ 100GHz
の 8つのスライス上に配置されることを意味します。

hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 1 ampli flex-mode flex-spectrum
channel-id 10 channel-width 8000

保護スイッチングモジュール
保護スイッチングモジュール（NCS1K-PSM）には次の機能があります。

• TXセクション：

•入力光チャネルを運用回線と保護回線の両方に分割します。

• 2つの回線パスの 1つを（関連する VOAを AVSに配置することによって）開き、リ
モートサイトの切り替えを強制します。
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• RXセクション：

•運用回線または予備回線からの信号を選択します。各回線は PDを介してモニターさ
れます。

•スイッチの状態変更と同時に VOA減衰値を変更して、2つの回線損失のバランスを
取ります。

図 5 : PSM正面図

保護パスの入出力ポート [P - RX、TX]1

現用パスの入出力ポート [W - RX、TX]2

COM入出力ポート [COM - RX、TX]3

ステータス LED4

次の表に、保護スイッチングモジュールのコントローラと光ポートのマッピングを示します。

光ポートコントローラ

COM-TXOts 0/slot/0/0

現用パスの入出力ポート [W - RX、TX]Ots 0/slot/0/1

保護パスの入出力ポート [P - RX、TX]Ots 0/slot/0/2

保護スイッチングモジュールの設定
次の表で、保護スイッチングモジュールで可能な設定について説明します。
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PSMモジュール設定パラメータ

表 6 : PSMモジュール設定パラメータ

範囲/値説明パラメータ

現用および保護選択したポートを保護から除

外します。

アクティブポートがロックア

ウトで指定されている場合

に、切り替えをトリガーしま

す。

たとえば、現用ポートの

lockout-fromを設定すると、現
用ポートがアクティブポート

である場合に、保護への切り

替えがトリガーされます。

一方、保護ポートの

lockout-fromを設定すると、保
護ポートがアクティブポート

である場合に、現用への切り

替えがトリガーされます。

lockout-from

PSMパス保護を有効にしま
す。

path-protection

PSMセクション保護を有効に
します。

section-protection

PSM単方向を有効にします
（スイッチのみ）。

uni-dir

PSM自動しきい値設定を有効
にします。

auto-threshold

例

次に、PSMがスロット 2に挿入されている現用からのロックアウトの設定例を示します。

conf t
#hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 2 psm lockout-from "working"
commit

次のコマンドを使用して、手動切り替えを適用できます。

hw-module slot slot number manual-switch-to working | protected

Cisco NCS 1001 IOS XRリリース 7.1.1コンフィギュレーションガイド
28

光モジュールの設定

保護スイッチングモジュールの設定



中間の ILAノードのないパスからのユーザーコマンドによる切り替えは、双方向で実行されま
す。ILAノードと端末ノードがセクション保護の場合、ILAノードが中間にあるパスからの手
動およびロックアウトスイッチコマンドは単方向に実行されます。

FW 1.43および FW 1.44から FW 1.45への FW_PSMv1の FPDアップグレードは、トラフィッ
クに影響します。

（注）

（R6.2.1以降）セクション保護

図 6 :セクション保護トポロジ

両方の PSMで section-protectionパラメータを設定するには、「PSMモジュール設定パラメー
タ」の項を参照してください。セクション保護トポロジの PSMがスロット 2に挿入されてい
ることを確認します。スロット 1の EDFAを PSMの保護ポートに接続し、スロット 3の EDFA
を PSMの現用ポートに接続します。

セクション保護トポロジのテスト中に正しい切り替え時間を測定するには、後続の2つの切り
替えイベント間（または切り替えイベントと復元の間）に120秒待つことを推奨します。この
待機期間により、最初の切り替えが発生した後に EDFAが安定し、PSMでのパワーがしきい
値付近で振動するのを回避できます。

（注）

（R6.3.2以降）パス保護

図 7 :パス保護トポロジ

両方のPSMでpath-protectionパラメータを設定するには、「PSMモジュール設定パラメータ」
の項を参照してください。

手動しきい値を使用した保護スイッチングモジュール
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Autothresholdに設定されている場合、切り替えはすべての条件で動作できます。

パス保護が手動しきい値で設定されている場合は、次のことを確認する必要があります。

•最初のインストール時には、PSMRX-lowThresholdの値を、単一チャネルの最小パワーよ
り 3 dB低く設定する必要があります。この値は、PSMが単一チャネルで、または EDFA
が APR（+8 dBm）のときにオンに切り替えることができるようにする必要があります。

•システムが最終的なチャネル数で稼働している場合は、PSMRX-lowThresholdをターゲッ
トのパワーより 3 dB低く設定する必要があります。

•ファイバの切断と復元後、PSMのスイッチをオンにできるようにするには、PSM RX-low
Thresholdの値を最初のインストール時に設定した値と同様に設定する必要があります。

3方向トポロジには、PSM自動しきい値設定を強く推奨します。

3方向トポロジで、パス保護が手動しきい値で設定されている場合は、上記の手順に従う必要
があります。上記のすべての手順を適切に設定しなかった場合、次の問題が発生する可能性が

あります。

•スイッチは双方向ではない可能性があります。

• 3方向構成で設定されている場合、パス保護での PSMのダブルスイッチ。

PSMカードの OTSコントローラ（1または 2、つまり現用ポートまたは保護ポート）で
rx-enable、tx-enableなどのパラメータを設定できます。

OTSコントローラの詳細については、OTSコントローラの設定（8ページ）を参照してくだ
さい。

保護スイッチングモジュールの自動しきい値
auto-thresholdが有効になっていない場合、PSM現用および保護 RXポートでアクティブな
RX-lowしきい値は、ユーザーが設定することも、デフォルト値を使用することもできます。

設定された値が show controllerコマンドの出力で使用可能な場合、電流しきい値は設定された
パラメータです。ユーザーがこれらのパラメータの値を設定していない場合、電流値は -38dBm
（デフォルト値）です。

PSMで auto-thresholdが有効になっている場合、ユーザーが設定したポート1および2のRX-low
しきい値は無視されます（電流しきい値は設定されたパラメータではありません）。auto-threshold
が PSMカードで有効になっている場合：

• Working-RXポートおよび Protected-RXポートの光パワーが 2分間安定している場合（+/-
1 dB）、関連する RX-Lowしきい値は自動的に RXパワー – 3dBに設定されます。

•パワーが安定していない場合、関連するしきい値は変更されません。

• W-RXと P-RXは個別に調整されます。

auto-thresholdでの LOS-Pの動作は次のとおりです。
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• LOS-Pアラームが現用または保護 RXポートで検出された場合、auto-thresholdが有効に
なっていると、関連するしきい値は同じままになります。この動作は、RXパワーが現用
または保護 RXポートの関連するしきい値よりも小さい場合に発生します。

• LOS-Pアラームが最初の 30秒以内にクリアされると、通常の auto-thresholdメカニズムが
適用されます。この動作は、RXパワーが 2分間安定した後、および RX-lowしきい値が
新しい RXパワー -3 dBに変更されたときに発生します。

• 30秒後に LOS-Pが存在する場合、RX-lowしきい値はユーザーが設定した値に自動的に移
動します。

• LOS-Pがクリアされると、通常の auto-thresholdメカニズムが再び適用されます。この動
作は、RXパワーが関連する電流しきい値よりも高い場合に発生します。

PSMの rx-low-thresholdの設定
PSMで auto-thresholdを有効にする前に、rx-low-thresholdパラメータを設定する必要がありま
す。

PSMの auto-threshold機能は、PSMモジュールのW-RX/P-RXポートで実際の受信パワーをモ
ニターします。受信パワーが安定すると、この機能はW-RX/P-RXポートの rx-low-threshold
値を現在のパワー値で設定します。しきい値の現在の値は、受信パワーより 3 dB低い値に設
定されます。ファイバの切断または受信パワーの一時的な中断が原因でW-RX/P-RXポートで
LOSが発生した場合、この機能はW-RX/P-RXポートの rx-low-threshold値を設定値に戻しま
す。

RP/0/RP0/CPU0:ios#show controllers ots 0/2/0/1
Parameter Statistics:
-----------------------

RX Power = -4.00 dBm
Rx Low Threshold Current = -7.0 dBm <<< current value (auto-threshold)

Configured Parameters:
-----------------------

Rx Low Threshold = -38.0 dBm <<< configured value (user configured)

次のガイドラインに従って、PSMモジュールの rx-low-threshold値と auto-threshold値の両方
を設定することを推奨します。

増幅器制御モードを手動として PSM W/RXしきい値（Ots0_2_0_1/Working）を設定

1. show hw-module slot 3 channel-trail-view active

Channel Trail View - Active - dBm
===========================================

BST: 0/COM=>1/LINE
PRE: 1/LINE=>0/COM

Och Name Wavelength(nm)Freq(GHz) Width(GHz)Rx pwr(dBm) Tx pwr(dBm) Rx pwr(dBm)
Tx pwr(dBm)

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
Ots-Och0_2_0_0_1 1528.77 196100.0 50.0 -6.10 -4.90 -2.50

6.20
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Ots-Och0_2_0_0_2 1529.16 196050.0 50.0 -5.90 -4.60 -2.20
6.50

Ots-Och0_2_0_0_3 1529.55 196000.0 50.0 -6.00 -4.80 -2.30
6.30

Ots-Och0_2_0_0_4 1529.94 195950.0 50.0 -6.10 -4.90 -2.40
6.20

Ots-Och0_2_0_0_5 1530.33 195900.0 50.0 -6.30 -5.20 -2.60
6.00

Ots-Och0_2_0_0_6 1530.72 195850.0 50.0 -6.50 -5.30 -2.80
5.90

コマンド出力の PRE: 1/LINE=>0/COM列を調べ、すべてのアクティブなチャネルから最
も低いチャネル Tx pwr値を選択します。

2. configure

3. controller ots 0/2/0/1 rx-low-threshold 49

しきい値を手動で（最低チャネルTxパワー：1dBm）に設定します。上記の例では、チャ
ネル Ots-Och0_2_0_0_6は最低の Txパワー 5.90 dBmです。したがって、PSMW/RXポー
トのしきい値は 5.90 – 1 = 4.90 dBmになります。

システムがグリッドモード設定なしで動作する場合、チャネルマッピング設定が使用できない

ため、channel-trail-viewコマンドは使用できません。

最小チャネル Tx pwr値を特定するには、次の showコマンドを使用します。

show controllers ots0/3/0/0 spectrum-info

Tx power :
----------------------------------------------------------------------------------
spectrum-slice num Tx-power values (dBm)
----------------------------------------------------------------------------------
1 - 8 -47.20 -47.20 -47.20 -36.40 -47.20 -47.20 -47.20 -47.20
9 - 16 -47.20 -47.20 -43.70 -43.70 -47.20 -36.60 -47.20 -43.20
17 - 24 -47.20 -35.80 -47.20 -47.10 -41.90 -43.20 -42.20 -40.30
25 - 32 -40.30 -47.20 -41.70 -41.70 -37.50 -47.20 -47.20 -41.90
33 - 40 -41.90 -47.20 -45.90 -42.10 -42.10 -46.30 -41.60 -39.10
41 - 48 -41.20 -47.20 -35.80 -45.10 -45.30 -45.30 -40.10 -40.10
49 - 56 -45.50 -42.60 -45.30 -47.20 -47.20 -40.50 -47.20 -45.80
57 - 64 -38.60 -40.30 -40.30 -47.20 -47.20 -39.40 -43.10 -43.10
65 - 72 -42.20 -42.20 -47.20 -47.20 -38.80 -47.20 -47.20 -41.30
73 - 80 -47.20 -43.00 -40.10 -40.10 -47.20 -36.10 -39.40 -45.70
81 - 88 -47.20 -41.50 -39.00 -42.50 -47.20 -47.20 -34.30 -47.20
89 - 96 -47.20 -47.20 -39.90 -39.70 -47.20 -47.20 -47.20 -47.20
97 - 104 -47.20 -45.10 -39.90 -41.30 -47.20 -39.80 -37.80 -42.00

すべてのスライスパワー値は、PSD（パワースペクトル密度）測定単位 [dBm/12.5GHz]で表さ
れます。各スライス値は、式10^（N/10）を使用して線形mWに変換されます。たとえば、-20
dBm = 10^（-20/10）= 0.01 mWおよび 0 dBm = 10^0 = 1 mWです。

チャネルを構成する各スライスグループは、代数的に加算され、積分チャネルパワーが得られ

ます。たとえば、50GHzの最初のチャネルはスライス範囲 [1-4]、2番目のチャネル [5-8]など
を占有します。75GHzの最初のチャネルは、スライス範囲 [1-5]、[6-11]などを占有します。
100 GHzの最初のチャネルは、スライス範囲 [1-6]、[7-14]などを占有します。
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rx-low-threshold値を下回る各チャネルパワーは、アクティブなチャネルのリストから除外さ
れます。rx-low-threshold値を超える最小値を持つチャネルが選択されます。

増幅器制御モードを手動として PSM P/RXしきい値（Ots0_2_0_2/Protected）を設定

1. show hw-module slot 1 channel-trail-view active

Channel Trail View - Active - dBm
===========================================

BST: 0/COM=>1/LINE
PRE: 1/LINE=>0/COM

Och Name Wavelength(nm)Freq(GHz) Width(GHz)Rx pwr(dBm) Tx pwr(dBm) Rx pwr(dBm)
Tx pwr(dBm)

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
Ots-Och0_2_0_0_1 1528.77 196100.0 50.0 -6.10 -4.90 -2.50

5.00
Ots-Och0_2_0_0_2 1529.16 196050.0 50.0 -5.90 -4.60 -2.20

5.20
Ots-Och0_2_0_0_3 1529.55 196000.0 50.0 -6.00 -4.80 -2.30

5.10
Ots-Och0_2_0_0_4 1529.94 195950.0 50.0 -6.10 -4.90 -2.40

5.00
Ots-Och0_2_0_0_5 1530.33 195900.0 50.0 -6.30 -5.20 -2.60

5.00
Ots-Och0_2_0_0_6 1530.72 195850.0 50.0 -6.50 -5.30 -2.80

4.80

コマンド出力の PRE: 1/LINE=>0/COM列を調べ、すべてのアクティブなチャネルから最
も低いチャネル Tx pwr値を選択します。

2. configure

3. controller ots 0/2/0/2 rx-low-threshold 38

しきい値を手動で（最低チャネルTxパワー：1dBm）に設定します。上記の例では、チャ
ネル Ots-Och0_2_0_0_6は最低の Txパワー 4.80 dBmです。したがって、PSMW/RXポー
トのしきい値は 4.80 – 1 = 3.80 dBmになります。

増幅器制御モードを自動として PSM W/RXしきい値（Ots0_2_0_1/Working）を設定

1. show controllers ots 0/3/0/0

Configured Parameters:

-------------------------
Ampli Channel power = 0.00 dBm

コマンド出力で ampli-channel-power Tx値を確認します。

2. configure

3. controller ots 0/2/0/1 rx-low-threshold -10

しきい値を手動で（ampli-channel-power：1 dBm）に設定します。上記の例では、
ampli-channel-power Tx値は 0 dBmです。したがって、PSMW/RXポートのしきい値は 0
– 1 = -1 dBmになります。
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増幅器制御モードを自動として PSM P/RXしきい値（Ots0_2_0_2/Protected）を設定

1. show controllers ots 0/1/0/0

Configured Parameters:

-------------------------
Ampli Channel power = 2.00 dBm

コマンド出力で ampli-channel-power Tx値を確認します。

2. configure

3. controller ots 0/2/0/2 rx-low-threshold 10

しきい値を手動で（ampli-channel-power：1 dBm）に設定します。上記の例では、
ampli-channel-power Tx値は 2 dBmです。したがって、PSMW/RXポートのしきい値は 2
– 1 = 1 dBmになります。

PSMの自動しきい値の有効化
はじめる前に

PSMの rx-low-thresholdの設定（31ページ）

この手順では、PSMの自動しきい値を有効にします。自動しきい値メカニズムを設定する方法
は次のとおりです。

configure

hw-module location 0/RP0/CPU0 slot slot number psm auto-threshold

commit

end

slot numberは、PSMが挿入されるスロットです。

例

次に、スロット 1に搭載された PSMで自動しきい値を有効にする例を示します。
RP/0/RP0/CPU0:MYS-237#configure terminal
RP/0/RP0/CPU0:MYS-237(config)#hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 1 psm auto-threshold
RP/0/RP0/CPU0:MYS-237(config)#commit
eRP/0/RP0/CPU0:MYS-237(config)#end

PSMの相対スイッチしきい値の設定
相対スイッチしきい値を使用すると、現用パスが保護パスに切り替わる PSMのデルタしきい
値を手動で設定できます。相対スイッチしきい値は、auto-thresholdまたは revertive wtrが設
定されていない場合にのみ PSMで設定できます。相対スイッチしきい値は、次のコマンドを
使用して設定できます。
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configure terminal

hw-module location 0/RP0/CPU0 slot slot number psm relative-switch-threshold value
relative-switch-threshold-offset value

commit

end

これらのコマンドの詳細については、『Command Reference for Cisco NCS 1001』を参照してく
ださい。

例

RP/0/RP0/CPU0:MYS-237#configure terminal
RP/0/RP0/CPU0:MYS-237(config)#hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 1 psm
relative-switch-threshold 120 relative-switch-threshold-offset -150
RP/0/RP0/CPU0:MYS-237(config)#commit
eRP/0/RP0/CPU0:MYS-237(config)#end

増幅器の自動 OTS-OCHしきい値
自動 OTS-OCHしきい値は、ノード自体に搭載されている各 EDFA（Erbium Doped Fiber
Amplifier）カードで有効または無効にできます。これは、EDFAOTSコントローラおよび関連
するすべての OTS-OCHコントローラポートに適用されます。

増幅器で自動しきい値機能が有効になっている場合、設定するしきい値は次の式を使用して決

定されます。

rx-low-threshold = (Remote AmplChannel - RXSpanloss )-User Threshold Offset。

ここで、

Remote AmplChannelは、リモート EDFAの OTSコントローラ TXポートのリモートノードで
設定された増幅器チャネルパワーです。

RXSpanlossは、ローカルノードで計算された RXスパン損失です。

User Threshold Offsetは、スロット 1の EDFAのローカルノードで設定された
ampli-auto-rxlow-threshold threshold-offsetです。

式に含まれる各パラメータを変更しても、rx-lowしきい値の計算には自動的には反映されませ
ん。異なる rx-low-threshold値を計算するには、次のCLIコマンドを実行する必要があります。

hw-module slot<n>ampli-auto-rxlow-threshold threshold-offset <value>

例：hw-module slot 1ampli-auto-rxlow-threshold threshold-offset 400

コマンドパラメータ

• <n> (1,2 3)：このパラメータは、EDFAカードがデバイス内に取り付けられている特定の
スロットを指定します。
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• <value> ( 0-800)：このパラメータは、増幅器 RX-LOWしきい値に対する必要な調整を表
し、dBm単位で指定します。

制限事項

•この機能は、ユーザーがスパン損失計算を設定している場合にのみ機能します。コンフィ
ギュレーションガイドの「コントローラの設定」の章にある「スパン損失計算」セクショ

ンを参照してください。

自動しきい値の設定

この手順では、EDFAの自動しきい値を有効にします。自動しきい値メカニズムを設定する方
法は次のとおりです。

configure terminal

hw-module location 0/RP0/CPU0 slot slot number ampli auto-threshold

commit

end

slot numberは、EDFAが挿入されるスロットです。

例

次に、スロット 1に挿入された EDFAで自動しきい値を有効にする例を示します。
RP/0/RP0/CPU0:MYS-237#configure terminal
RP/0/RP0/CPU0:MYS-237(config)#hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 1 ampli auto-threshold

RP/0/RP0/CPU0:MYS-237(config)#commit
eRP/0/RP0/CPU0:MYS-237(config)#end

確認

次に、自動しきい値が設定されているかどうかを確認する例を示します。

#show running hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 1 ampli
….
ampli span-loss
ampli node-type TERM
ampli remote-node local-ipv4 10.58.xxx.xxx remote-ipv4 10.58.xxx.xxx remote-slot-id 3
ampli auto-threshold

PSM仮想フォトダイオード
保護スイッチングモジュール（PSM）仮想ダイオードは、フォトダイオードが使用できない場
合でも、光パワーの読み取り値を提供します。PSMには、COM-RXにフォトダイオードがあ
りません。VOAの後にWorking-TXと Protected-TXに 2つのフォトダイオードがあります。

W-TXパワーと P-TXパワーの間の少なくとも 1つの値が -40 dB（AVSの関連ポート）と等し
くない場合、Com-RXのパワー値は実数です。
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W-TXと P-TXの両方のパワーが -40dBに等しい場合（両方とも AVS自動 VOAシャットダウ
ンの関連 VOA）、Com-RXポートの実際のパワーを計算することはできず、値は -40dBとし
て表示されます。

この機能は設定が不要です。Com-RXポートの RXパワーを表示する show controllers ots
0/<slot>/0/0コマンドにのみ変更があります。RX低パワーアラームはCom-RXポートでは管理
されません。

show controllerの例

RP/0/RP0/CPU0:ios#show controllers ots 0/2/0/0

Wed Jan 24 14:33:22.898 CET

Controller State: Up

Transport Admin State: In Service

Port Type: Com

Laser State: Unknown

Optics Status::

Alarm Status:
-------------
Detected Alarms: None

Alarm Statistics:
-----------------
LOW-RX-PWR = 0
LOW-TX-PWR = 0
RX-LOS-P = 0
RX-LOC = 0
AMPLI-GAIN-DEG-LOW = 0
AMPLI-GAIN-DEG-HIGH = 0
AUTO-LASER-SHUT = 0
AUTO-POW-RED = 0
AUTO-AMPLI-CTRL-DISABLED = 0
AUTO-AMPLI-CFG-MISMATCH = 0
SWITCH-TO-PROTECT = 0
AUTO-AMPLI-CTRL-RUNNING = 0

Parameter Statistics:
---------------------
TX Power = 15.30 dBm
RX Power = 5.30 dBm
tx-enable = 1
rx-enable = 1

Configured Parameters:
-------------
tx-enable = 1
rx-enable = 1
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PSM 3方向保護
NCS 1001は、セクション保護スキームとパス保護スキームを組み合わせることによって形成
される保護スイッチングモジュール（PSM）3方向保護スキームをサポートします。PSM 3方
向保護スキームを実装するためにPSMで必要な設定変更はありません。パス保護スキームは、
セクション保護スキームの 2つのパスのいずれかの中間にあります。

外側セクションの保護には、PSMの自動しきい値設定を使用することをお勧めします。

図 8 : 3方向保護ネットワークトポロジ

図 9 : 3方向保護ネットワークトポロジ

3方向保護スキームには、次の制限があります。

•各 PSMスイッチングについて、双方向性は確定的ではありません。

•アクティブパスを変更するために使用される手動スイッチングが失敗することがありま
す。

保護スキームの 4つの PSMすべてで、あるパスから別のパスへのスイッチング動作を制御す
るには、ロックアウト設定を推奨します。双方向性を確保するには、ローカルおよび対応する

リモート PSMの両方にロックアウト設定を適用する必要があります。

PSM復元スイッチ
ファイバの切断が原因でプライマリパスでLOS（信号損失–ペイロード）アラームが発生する
と、トラフィックはプライマリパスからセカンダリパスに移動します。PSM復元スイッチ機能
を使用すると、ファイバの切断が解決され、プライマリパスで LOSアラームがクリアされる
と、トラフィックをセカンダリパスからプライマリパスに移動できます。プライマリパスへの

トラフィックの切り替えは即時ではなく、次のパラメータに依存します。

PSM復元スイッチのパラメータ

• WTR（Wait To Restore Time）：WTRは、プライマリパスの LOSアラームがクリアされた
後に発生する時間遅延（秒単位）です。WTRタイマーが経過すると、トラフィックはプ
ライマリパスに移動します。
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•しきい値ヒステリシス：しきい値ヒステリシスパラメータは、プライマリ rxポートをモ
ニターしているしきい値に近い領域での過渡パワー測定値または反転パワー測定値を回避

するために必要です。

しきい値ヒステリシスパラメータ（設定されている場合）は、WTRタイマーと組み合わ
せて機能します。ファイバの切断が修復され、アラームがクリアされた後、プライマリ rx
ポートのパワーが rx-low-thresholdとしきい値ヒステリシス（rx-low-threshold-delta）値の合
計よりも高くなった場合にのみ、システムはWTRタイマーを開始します。WTRタイマー
が経過すると、トラフィックはプライマリパスに移動します。

WTRとしきい値ヒステリシスパラメータの推奨値は、それぞれ 120秒と 1.0 dBmです。両方
のパラメータ値は、受信パワー、PSM保護スキームのタイプ、PSMでプロビジョニングされ
た手動しきい値または有効になっている自動しきい値など、さまざまな条件に基づいて適切に

選択する必要があります。

（注）

制限事項

• PSM復元スイッチ機能は、セクション保護またはパス保護スキームでのみサポートされま
す。

• PSM復元スイッチ機能は、PSM 3方向保護スキームではサポートされません。

• PSM復元スイッチ機能は、1つ以上の ILAノードを含むセクション保護またはパス保護ス
キームではサポートされません。

• PSM復元スイッチ機能は、ファイバの切断が原因でプライマリパスからセカンダリパスに
切り替わる場合にのみ機能し、manual-toや lock-out-fromなどのユーザーコマンドによる
プライマリパスからセカンダリパスへの切り替えでは機能しません。

PSM復元スイッチの設定
configure

hw-module location 0/RP0/CPU0 slot slot-number psm

revertive wtr wtr-value

primary-path path

commit

end

wtr-valueは整数である必要があります。プライマリパスは、デフォルトでWORKINGに設定
されます。ユーザーは、このパスをWORKINGから PROTECTEDに変更できますが、削除す
ることはできません。
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例

次に、PSMモジュールがスロット 2に挿入され、プライマリパスがworkingに設定されている
PSM復元スイッチのWTRパラメータの設定例を示します。

configure
hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 2 psm
revertive wtr 120
primary-path WORKING
commit
end

次に、PSM復元スイッチのしきい値ヒステリシスパラメータの設定例を示します。

configure terminal
controller 0/2/0/1 rx-low-threshold-delta 10
commit
end

rx-low-threshold-deltaは、しきい値ヒステリシスです。値 10は、0.1 dBmの単位で表されます。
上記の例では、しきい値ヒステリシスの値は 1.0 dBmに設定されています。

show controllerの例

RP/0/RP0/CPU0:ios# show controllers ots 0/2/0/1

Controller State: Up

Transport Admin State: In Service

Port Type: Working

Port Status: Standby

Laser State: Unknown

Optics Status::

Alarm Status:
-------------
Detected Alarms:

Alarm Statistics:
-----------------
LOW-RX-PWR = 0
LOW-TX-PWR = 0
RX-LOS-P = 735
RX-LOC = 0
AMPLI-GAIN-DEG-LOW = 0
AMPLI-GAIN-DEG-HIGH = 0
AUTO-LASER-SHUT = 0
AUTO-POW-RED = 0
AUTO-AMPLI-CTRL-DISABLED = 0
AUTO-AMPLI-CFG-MISMATCH = 0
SWITCH-TO-PROTECT = 4
AUTO-AMPLI-CTRL-RUNNING = 0

Parameter Statistics:
---------------------

Cisco NCS 1001 IOS XRリリース 7.1.1コンフィギュレーションガイド
40

光モジュールの設定

PSM復元スイッチの設定



TX Power = -16.70 dBm
RX Power = -21.00 dBm
RX Voa Attenuation = 0.00 dB
TX Voa Attenuation = 0.00 dB
TX Enable = Enabled
RX Enable = Enabled
Rx Low Threshold Current = -38.0 dBm
Wait Time to Restore = 120 secs

Configured Parameters:
-------------
Rx Low Threshold = -38.0 dBm
RX Voa Attenuation = 0.0 dB
TX Voa Attenuation = 0.0 dB
TX Enable = Enabled
RX Enable = Enabled
Rx Low Threshold Delta = 1.0 dBm

OSC
OSC（光サービスチャネル）は、光増幅器モジュールに追加およびドロップされるアウトバン
ドチャネルです。OSCでサポートされる波長は 1510 nmと 1610 nmです。

OSCは、次のタイプのトラフィックに通信チャネルを提供します。

• UDCポートからのトラフィック

• NCS 1001のリモート管理用トラフィック

リモート管理
R6.3.1で導入されたリモート管理機能を使用すると、ローカルノードとリモートノードの IP
アドレスを設定して、NCS 1001をリモートで管理できます。

3つの OSCインターフェイスは、リモート管理をサポートするように設定されます。OSCイ
ンターフェイスは、リモートノードにスタティックルートを提供するように設定されます。各

OSCインターフェイスは、スロットに静的に関連付けられます（OSC1はスロット 1、OSC2
はスロット 2、OSC3はスロット 3）。

設定手順

1. 管理インターフェイスと OSCインターフェイスの設定

2. スタティックルートの設定
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ネットワークトポロジ検出
R6.3.2で導入された OSPFプロトコルに基づくネットワークトポロジ検出機能により、スタ
ティックルートを設定せずに、OSCリンクを介して相互に接続されている NCS 1001ノードを
検出できます。この機能は、NCS 1001ノード間の互換性のみをチェックします。

NCS 1001ノードで OSPFを適切に設定する必要があります。そのためには、[Area 0]セクショ
ンで名前、ルータ ID、インターフェイスを定義し、必要に応じてインターフェイスをパッシ
ブとして設定します。OSPFおよび OSPFv3プロトコルがサポートされています。

次のネットワークトポロジがサポートされています。

• Point to Point

• ILAノードを使用したポイントツーポイント（最大 3つの ILAノード）

設定手順

1. 管理インターフェイスと OSCインターフェイスの設定

2. OSPFルートの設定

管理インターフェイスと OSCインターフェイスの設定
configure

interface mgmtEth rack/slot/instance/port

ipv4 address ipv4-address subnet-mask

shutdown

exit

例

次に、管理インターフェイスと OSCインターフェイスの設定例を示します。

configure
interface MgmtEth 0/RP0/CPU0/0
ipv4 address 10.58.227.198 255.255.255.0
shutdown
exit

configure
interface MgmtEth 0/RP0/OSC1/0
ipv4 address 10.1.1.1 255.255.255.0
shutdown
exit

configure
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interface MgmtEth 0/RP0/OSC2/0
ipv4 address 10.1.2.1 255.255.255.0
shutdown
exit

configure
interface MgmtEth 0/RP0/OSC3/0
ipv4 address 10.1.3.1 255.255.255.0
shutdown
exit

スタティックルートの設定
この手順では、NCS 1001ノードへのすべてのスタティックルートを設定します。

configure

router static address-family ipv4 unicast 0.0.0.0/0 default-gateway

exit

例

次の例は、スタティックルートを使用して 3つの異なるノードに接続された NCS 1001ノード
を示しています。

configure
router static address-family ipv4 unicast
0.0.0.0/0 MgmtEth 0/RP0/CPU0/0 10.58.227.1
10.1.1.0/24 MgmtEth 0/RP0/OSC1/0 10.1.1.2
10.1.2.0/24 MgmtEth 0/RP0/OSC2/0 10.1.2.2
10.1.3.0/24 MgmtEth 0/RP0/OSC3/0 10.1.3.2
exit

OSPFルートの設定
configure

router ospf process-id

router-id ip-address

area area-id

exit

例

次に、OSPFルートの設定例を示します。

configure
interface MgmtEth0/RP0/CPU0/0
ipv4 address 10.1.1.2 255.255.255.0
!
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interface MgmtEth0/RP0/OSC1/0
shutdown
!
interface MgmtEth0/RP0/OSC2/0
ipv4 address 10.1.3.2 255.255.255.0
!
interface MgmtEth0/RP0/OSC3/0
ipv4 address 10.1.4.2 255.255.255.0
!
router ospf remote
router-id 10.1.1.2
area 0
interface MgmtEth0/RP0/CPU0/0
passive enable
!
interface MgmtEth0/RP0/OSC2/0
!
interface MgmtEth0/RP0/OSC3/0
!
!
!
end

OSPFルーティングテーブルの確認
RP/0/RP0/CPU0:ios# show ospf routes

Sat Jul 29 09:54:25.937 UTC

Topology Table for ospf local with ID 10.1.4.1

Codes: O - Intra area, O IA - Inter area
O E1 - External type 1, O E2 - External type 2
O N1 - NSSA external type 1, O N2 - NSSA external type 2

O 10.1.1.0/24, metric 1
10.1.1.2, directly connected, via MgmtEth0/RP0/CPU0/0

O 10.1.3.0/24, metric 1
10.1.3.2, directly connected, via MgmtEth0/RP0/OSC2/0

O 10.1.7.0/24, metric 2
10.1.3.1, from 10.58.227.198, via MgmtEth0/RP0/OSC2/0

O 10.58.227.0/24, metric 1
10.1.3.1, from 10.58.227.198, via MgmtEth0/RP0/OSC2/0

ネットワークの問題のトラブルシューティング
トラブルシューティングは、インターフェイス、サブネット、スタティックルーティング、お

よび OSPFセクションのステータスを確認して実行する必要があります。

コマンド問題

show interfaces MgmtEth rack/slot/instance/portインターフェイスがダウン状態である

show running-configデフォルトゲートウェイへのルートが定義さ

れていない

Cisco NCS 1001 IOS XRリリース 7.1.1コンフィギュレーションガイド
44

光モジュールの設定

OSPFルーティングテーブルの確認



コマンド問題

show running-config設計段階で誤った IPアドレスまたはサブネッ
トが計画されている

show ip routeコマンドの出力を show ospf
routesコマンドと比較する

OSPFルートを上書きする誤ったスタティック
ルートが定義されている

show running-config設定された OSPFセクションにインターフェ
イスが追加されない

show running-config設定された OSPFセクションでインターフェ
イスがパッシブモードになっている
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第 4 章

OTDRモジュールの設定

この章では、光タイムドメイン反射率計（OTDR）モジュールの設定方法について説明します。

設定済みの光モジュールを別のタイプの光モジュールと交換する場合は、新しいモジュールを

取り付ける前に、古いモジュールの設定をクリアする必要があります。たとえば、設定済みの

EDFAモジュールを同じスロットの OTDRと交換する場合は、EDFA設定をクリアします。

一般に、NCS 1001スロットに搭載されたカードの構成は次のとおりです。

•カード設定：カードが装着されているスロット Sに関連する hw-moduleパラメータの設定

• OTSコントローラの設定

•光コントローラの設定：EDFAカードのみ

次のコマンドは、前のカードの設定をクリアします。

1. no hw-module location 0/RP0/CPU0 slot <S>

カードのパラメータ設定をクリアします。

2. no controller ots Rack/Slot/Instance/Port

OTSコントローラの設定をクリアします。

3. no controller optics Rack/Slot/Instance/Port

（任意）コントローラの光学設定をクリアします。これは、以前にスロット Sに装着され
ていたカードが EDFAの場合にのみ実行する必要があります。

（注）

• OTDR（48ページ）
•端末ノードのケーブル配線に関する考慮事項（52ページ）
• ILAノードのケーブル配線に関する考慮事項（53ページ）
• OTDRの設定（55ページ）
• OTDR測定のステータスの表示（60ページ）
•自動モードでの OTDRの設定（60ページ）
•自動モードでの OTDR測定の開始（62ページ）
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•イベントに基づく自動モードでの OTDR測定（62ページ）
•エキスパートモードでの OTDRの設定（70ページ）
•エキスパートモードでの OTDR測定の開始（73ページ）
• OTDR測定のリストの表示（73ページ）
• OTDR測定の停止（75ページ）
•論理ポートとフォトダイオードのパワーレベルの表示（76ページ）

OTDR
光タイムドメイン反射率計（OTDR）は、NCS1001でサポートされるラインカードです。ライ
ンカードには、2個の双方向OTDRと、Cバンド、OSC、およびOTDRフィルタを組み合わせ
て OSCと OTDRを分割する 2個のフィルタが含まれています。各内部 OTDRは、内部光ス
イッチを使用して、TXおよび RXファイバの両方で測定を実行できます。OTDRラインカー
ドは、光増幅器のOSCポートに接続されます。OTDR測定は .SORファイルで使用でき、SCP、
TFTP、および SFTPを使用して NCS 1001からエクスポートできます。OTDRラインカード
は、NCS 1001の任意のスロットに挿入できます。
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図 10 : OTDRカードの前面図

OTDR1インターフェイス1

LEDステータス2

OTDR2インターフェイス3

次の表に、OTDRカードの物理ポートに関連付けられている論理ポート（OTSコントローラ
ポート）を示します。
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表 7 : OTDR物理ポートと関連付けられている論理ポート

ポートに対応する論理ポートOTDRポート

コントローラ OTS 0/slot/0/0Cバンド 1 RX

コントローラ OTS 0/slot/0/1COM1（RX、TX）

コントローラ OTS 0/slot/0/2OSC1（RX、TX）

コントローラ OTS 0/slot/0/3Cバンド 2 RX

コントローラ OTS 0/slot/0/4COM2（RX、TX）

コントローラ OTS 0/slot/0/5OSC2（RX、TX）

CLIコマンドを使用して、表 7 : OTDR物理ポートと関連付けられている論理ポート（50ペー
ジ）の表の使用可能な論理ポートの詳細を表示することもできます。論理ポートとフォトダイ

オードのパワーレベルの表示（76ページ）を参照してください。

OTDRラインカードを使用すると、次の操作を実行できます。

•光ノード間の光ファイバの基本特性（挿入損失や反射の集中点など）に関する情報を提供
します。

•伝送ファイバを検査します。

•ファイバの不連続や欠陥を特定します。

•挿入損失、反射損失などの欠陥の距離と大きさを測定します。

•スパン長、反射の寄与、主要なイベントなど、ファイバプラントの特性を対象とした特定
のスキャンパラメータを使用して、スキャンパフォーマンスを向上させます。
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EDFAモジュールがOTDRモジュールに接続されていて両者の間にOSCチャネルがない場合、
EDFAモジュールの OTS 0/x/0/2ポートで LOS-Pアラームが発生します。このアラームを抑制
し、通常の OTDR動作を再開するには、EDFAモジュールのポート 0/x/0/2で次のいずれかの
設定を実行することを推奨します。

•メンテナンス中になるように OTSコントローラを設定します。

例：

RP/0/RP0/CPU0:ios#configure
RP/0/RP0/CPU0:ios(config)#controller ots 0/3/0/2
RP/0/RP0/CPU0:ios(config-ots)#sec-admin-state maintenance
RP/0/RP0/CPU0:ios(config-ots)#commit

•受信方向の EDFAポートをシャットダウンします。

例：

RP/0/RP0/CPU0:ios#configure
RP/0/RP0/CPU0:ios(config)#controller ots 0/3/0/2
RP/0/RP0/CPU0:ios(config-ots)#rx-enable 0
RP/0/RP0/CPU0:ios(config-ots)#commit

（注）

OTDRモード

OTDRは 2つのモードで設定できます。

• Auto：このモードには、トレーニングと測定の2つの内部フェーズがあります。これらの
2つのフェーズは完全に自動化されており、順番に進行します。トレーニングフェーズに
は2つの内部ステップがあります。最初のステップでは光反射減衰量（ORL）を測定し、
2番目のステップでは OTDR測定用の内部パラメータを準備します。実際の OTDR測定
は、トレーニングフェーズの後に開始されます。

• Expert：このモードでは、OTDR測定に必要な適切な値を使用して、すべての OTDRス
キャンパラメータを設定する必要があります。自動調整は、エキスパートモード設定では

実行されません。このモードには、トレーニングフェーズはありません。適切な設定とは

別に、エキスパートモードで OTDRスキャンを実行するための前提条件はありません。

OTDRの制限事項

• NCS 1001が OTDRラインカードを使用する場合、OSCチャネルは 1610 nmで、OTDRは
1518 nmです。

• OTDRは、最大 20 dBのスパン損失または 100 kmのファイバ長をサポートします。

• 2つの異なるノードから同時にOTDR測定を開始することは推奨されません。結果とグラ
フは無効になります。

• OTDR-HIGH-REFLECTIONアラーム（約 -25dBを超える反射）が存在する状態で OTDR
測定を実行すると、イベント精度が低下する可能性があります。
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•測定が次の長さのファイバスプールで実行される場合、OTDRグラフは切り捨てられるこ
とがあります。

• 1.00km～ 1.05km

• 25.0km～ 25.6km

• 80.0km～ 83.9km

• OTDRは、最大 -14 dBの反射をサポートできます。OTDR-HIGH-REFLECTIONアラーム
は、R(dB) – 2*NL(dB) > -20 dBの場合に発生します。ここで、Rは反射率、NLは損失で
す。

•

端末ノードのケーブル配線に関する考慮事項
端末ノード設定では、EDFAおよび OTDRラインカードが同じ NCS 1001システムに接続され
ます。OTDRカードのフィルタは、EDFAポートからのOSCSFP信号をOTDRと結合し、EDFA
カードの OSC入力にフィードします。

ポート 1のファイバ接続の順序は次のとおりです。

1. OTDR COM TXポートから EDFA OSC RXポートに LC/LCファイバを接続します

2. EDFA OSC TXポートから OTDR COM RXポートに LC/LCファイバを接続します

3. OTDR OSC TXポートから EDFAに挿入されたプラガブル RXポートに LC/LCファイバを
接続します

4. EDFAに挿入されたプラガブル TXポートから OTDR OSC RXポートに LC/LCファイバを
接続します

必要に応じて、同じ手順を繰り返して 2番目の OTDRポートを接続します。

図 11 : 1つの EDFAモジュールを使用した端末構成のケーブル配線
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図 12 : 2つの EDFAモジュールを使用した端末構成のケーブル配線

ILAノードのケーブル配線に関する考慮事項
ILAノード構成では、ILAノードの両方向をサポートするために必要なOTDRカードは 1枚だ
けです。2枚の EDFAカードと 1枚の OTDRラインカードを同じ NCS 1001システムに接続し
ます。OTDRポート 1をスロット 1の EDFAに接続し、OTDRポート 2をスロット 3の EDFA
に接続することを推奨します。

ファイバ接続の順序は次のとおりです。

1. OTDRポート 1の COM TXポートから EDFAスロット 1に面しているファイバスパンラ
イン TXに LC/LCファイバを接続します。

2. EDFAスロット 1ポート COM TXから Cバンド 1 RXポートに LC/LCファイバを接続し
ます。

3. OTDR OSC TXポート 1から EDFAスロット 1に挿入されたプラガブル RXポートに
LC/LCファイバを接続します。

4. EDFAスロット 1に挿入された OSCプラガブル TXポートから OTDR OSC RXポート 1
に LC/LCファイバを接続します。

5. EDFAスロット 1ポート OSC TXから OTDR COM RXポート 1に LC/LCファイバを接
続します。

6. OTDRポート 2の COM TXポートから EDFAスロット 3に面しているファイバスパンラ
イン TXに LC/LCファイバを接続します。

7. EDFAスロット 3ポート COM TXから Cバンド 2 RXポートに LC/LCファイバを接続し
ます。

8. OTDR OSC TXポート 2から EDFAスロット 3に挿入された OSCプラガブル RXポート
に LC/LCファイバを接続します。

9. EDFAスロット 3に挿入された OSCプラガブル TXポートから OTDR OSC RXポート 2
に LC/LCファイバを接続します。

10. EDFAスロット 3ポート OSC TXから OTDR COM RXポート 2に LC/LCファイバを接
続します。
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図 13 : ILA構成のケーブル配線

15216-FLD-OSCを使用した ILA構成のケーブル配線

ファイバ接続の順序は次のとおりです。

1. RXスパン 2から EDFAスロット 1の LINE RXポートに LC/LCファイバを接続します。

2. EDFAスロット 1の COM TXポートから 15216-FLD-OSC位置 1の COM RXポートに
LC/LCファイバを接続します。

3. TXスパン 1から 15216-FLD-OSC位置 1の LINE TXポートに LC/LCファイバを接続し
ます。

4. EDFAスロット 1に挿入された OSCプラガブル TXポートから 15216-FLD-OSC位置 1
の OSC RXポートに LC/LCファイバを接続します。

5. EDFAスロット 1の OSC TXポートから EDFAスロット 3に挿入された OSCプラガブル
RXポートに LC/LCファイバを接続します。

6. EDFAスロット 3の OSC TXポートから EDFAスロット 1に挿入された OSCプラガブル
RXポートに LC/LCファイバを接続します。

7. RXスパン 1から EDFAスロット 3の LINE RXポートに LC/LCファイバを接続します。

8. EDFAスロット 3の COM TXポートから 15216-FLD-OSC位置 2の COM RXポートに
LC/LCファイバを接続します。

9. TXスパン 2から 15216-FLD-OSC位置 2の LINE TXポートに LC/LC光ファイバを接続
します。

10. EDFAスロット 3に挿入された OSCプラガブル TXポートから 15216-FLD-OSC位置 2
の OSC RXポートに LC/LCファイバを接続します。
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図 14 : 15216-FLD-OSCを使用した ILA構成のケーブル配線

NCS1K-OTDRモジュールを使用すると、ILA構成で推奨されている 15216-FLD-OSCモジュー
ルが必要なくなります。

OTDRの設定
OTDRカードを挿入すると、両ポートおよび両方向のデフォルトの光パラメータが設定されま
す。デフォルトパラメータは、TXおよび RX方向の両方のポートで同じです。

configure

hw-module location 0/RP0/CPU0 slot slot-number

otdr port port-number direction tx total-loss value

otdr port port-number direction tx back-scattering value

otdr port port-number direction tx refractive-index value

otdr port port-number direction tx mode-expert pulse-width value

otdr port port-number direction tx mode-expert measure-time value

otdr port port-number direction tx mode-expert capture-length value

otdr port port-number direction tx mode-expert capture-offset value

otdr port port-number direction tx mode-expert fiber-resolution value

otdr port port-number direction tx loss-relative-threshold value

otdr port port-number direction tx reflection-relative-threshold value

otdr port port-number direction rx total-loss value

otdr port port-number direction rx mode-expert pulse-width value

otdr port port-number direction rx mode-expert measure-time value

otdr port port-number direction rx mode-expert capture-length value
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otdr port port-number direction rx mode-expert capture-offset value

otdr port port-number direction rx mode-expert fiber-resolution value

otdr port port-number direction rx loss-relative-threshold value

otdr port port-number direction rx reflection-relative-threshold value

otdr port port-number orl-abs-threshold value

otdr port port-number loss-abs-threshold value

otdr port port-number reflection-abs-threshold value

commit

end

例

configure
hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 2
otdr port 1 direction tx total-loss 200
otdr port 1 direction tx back-scattering -820
otdr port 1 direction tx refractive-index 1498962
otdr port 1 direction tx mode-expert pulse-width 1000
otdr port 1 direction tx mode-expert measure-time 180
otdr port 1 direction tx mode-expert capture-length 80
otdr port 1 direction tx mode-expert capture-offset 0
otdr port 1 direction tx mode-expert fiber-resolution 25
otdr port 1 direction tx mode-expert loss-relative-threshold 20
otdr port 1 direction tx mode-expert reflection-relative-threshold 20
otdr port 1 direction rx total-loss 200
otdr port 1 direction rx mode-expert pulse-width 1000
otdr port 1 direction rx mode-expert measure-time 180
otdr port 1 direction rx mode-expert capture-length 80
otdr port 1 direction rx mode-expert capture-offset 0
otdr port 1 direction rx mode-expert fiber-resolution 25
otdr port 1 direction rx mode-expert loss-relative-threshold 20
otdr port 1 direction rx mode-expert reflection-relative-threshold 20
otdr port 1 orl-abs-threshold 280
otdr port 1 loss-abs-threshold 15
otdr port 1 reflection-abs-threshold -300
commit
end
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OTDR設定パラメータ

表 8 : OTDR設定パラメータ

デフォルト範囲説明パラメータ

200+0～ +500スパン損失と追

加の EDFAフィ
ルタ損失を含

む、近端 OTDR
ポートから遠端

OTDRポートへ
の損失。

total-loss（0.1dB単位）

–82.0

デフォ

ルト値

は、ほ

とんど

のファ

イバタ

イプに

適合し

ます。

ネット

ワーク

内の特

定の

ファイ

バタイ

プの最

適値に

基づい

て値を

調整で

きま

す。

（注）

–100.0～ 0.0

NCS 1001 SW
は、定義された

範囲内の任意の

値を受け入れま

す。ファイバの

特性に応じて、

実際の後方散乱

値を設定する必

要があります。

（注）

TX方向の後方
散乱値。

back-scattering
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デフォルト範囲説明パラメータ

1.498962

デフォ

ルト値

は、ほ

とんど

のファ

イバタ

イプに

適合し

ます。

ネット

ワーク

内の特

定の

ファイ

バタイ

プの最

適値に

基づい

て値を

調整で

きま

す。

（注）

1.000000～ 2.000000

NCS 1001 SW
は、定義された

範囲内の任意の

値を受け入れま

す。ファイバの

特性に応じて、

実際の屈折率値

を設定する必要

があります。

（注）

TX方向の屈折
率値。

refractive-index

10008～ 100000測定中のパルス

幅。

mode-expert pulse-width（ナノ秒単
位）

1800～ 360完全な光学ス

キャンの実行に

必要な時間。

mode-expertmeasure-time（秒単位）

800～ 150測定のエンドポ

イントの距離。

mode-expert capture-length（km単
位）

00～ 150開始点。mode-expert capture-offset（km単
位）

250～ 100測定ステップか

らの距離。

mode-expert fiber-resolution（m単
位）
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デフォルト範囲説明パラメータ

280+140～ +400OTDRの実行に
よって返される

ORL測定値と比
較するしきい

値。

orl-abs-threshold（0.1dB単位）

15+1～ +300OTDRの実行に
よって返される

損失イベントと

比較するしきい

値。

loss-abs-threshold（0.1dB単位）

–300–500～ 0OTDRの実行に
よって返される

反射イベントと

比較するしきい

値。

reflection-abs-threshold（0.1dB単
位）

6+4～ +50損失が実際の損

失と見なされな

い限度。

loss-sensitivity（0.1dB単位）

–300–400～ –140反射が実際の反

射と見なされな

い限度。

reflection-sensitivity（0.1dB単位）

2+1～ +300OTDRモジュー
ルから読み取ら

れた損失値に相

対損失しきい値

を加えたものを

ベースライン値

と比較するしき

い値。

loss-relative-threshold（0.1dB単位）

2+1～ +300OTDRモジュー
ルから読み取ら

れた反射値に相

対反射しきい値

を加えたものを

ベースライン値

と比較するしき

い値。

reflection-relative-threshold（0.1dB
単位）
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OTDR測定のステータスの表示
次のコマンドは、すべての OTDRポートと方向のステータスを含むテーブルを表示します。

show hw-module slot slot-number otdr status

例

show hw-module slot 2 otdr status

自動モード

Wed Oct 16 09:06:46.148 CEST
Port | Rx/Tx | Date/Time| Training | OTDR Measurement| Next scan (min)

-------+-------+---------------------+--------------------+----------------------+-
1 | Tx | | UNKNOWN | UNKNOWN | 0
1 | Rx | | UNKNOWN | UNKNOWN | 0
2 | Tx | | UNKNOWN | UNKNOWN | 0
2 | Rx | | UNKNOWN | UNKNOWN | 0

次のスキャンは定期スキャンに関連しています。定期スキャンが設定されていない場合、次の

スキャン値は 0です。

エキスパートモード

Port | Rx/Tx | Date/Time | Training | OTDR Measurement
––--------+-------+---------------------+--------------------+-------------------

1 | Tx | 20180503-181159 | UNKNOWN | PROGRESS 10%

1 | Rx | | UNKNOWN | UNKNOWN

2 | Tx | | UNKNOWN | UNKNOWN

2 | Rx | | UNKNOWN | UNKNOWN

自動モードでの OTDRの設定
自動モードで正しいOTDR測定を行うには、次のパラメータを設定する必要があります。これ
らのパラメータのデフォルト値は、この設定によって提供されます。

configure

hw-module location 0/RP0/CPU0 slot slot-number otdr port port-number direction direction mode-auto

loss-sensitivity value

loss-relative-threshold value

reflection-sensitivity value

reflection-relative-threshold value

total-loss value

periodic-scan minutes value
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commit

end

自動モードの OTDR設定パラメータ

表 9 :自動モードの OTDR設定パラメータ

デフォルト範囲説明パラメータ

6+4～ +50損失が実際の損

失と見なされな

い限度。

loss-sensitivity（0.1dB単位）

2+1～ +300OTDRモジュー
ルから読み取ら

れた損失値に相

対損失しきい値

を加えたものを

ベースライン値

と比較するしき

い値。

loss-relative-threshold（0.1dB単位）

-300-400～ -140反射が実際の反

射と見なされな

い限度。

reflection-sensitivity（0.1dB単位）

2+1～ +300OTDRモジュー
ルから読み取ら

れた反射値に相

対反射しきい値

を加えたものを

ベースライン値

と比較するしき

い値。

reflection-relative-threshold（0.1dB
単位）

200+0～ +500スパン損失と追

加の EDFAフィ
ルタ損失を含

む、近端 OTDR
ポートから遠端

OTDRポートへ
の損失。

total-loss（0.1dB単位）
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デフォルト範囲説明パラメータ

3030～ 600000OTDRスキャン
が自動的に開始

されます。ス

キャンは、定期

スキャン時間の

経過後も毎回実

行されます。

periodic scan（分単位）

自動モードでの OTDR測定の開始
hw-module slot slot-number otdr port port-number direction direction scan auto

例

次の例では、TX方向の自動モードで OTDR測定を開始します。

hw-module slot 3 otdr port 1 direction tx scan auto

ユーザーは、「Otdr action will continue in the background」（Otdrアクションがバックグラウン
ドで続行されます）というメッセージを受信します。OTDR測定のステータスを表示するに
は、show hw-module slot slot-number otdr statusコマンドを使用します。

イベントに基づく自動モードでの OTDR測定
自動モードでの OTDR測定は、次のイベントが発生すると、TXと RXの両方向の 2つのノー
ド間で自動的に開始されます。

• EDFAの回線ポート（コントローラ ots0/x/0/1）で LOSアラームが発生またはクリアされ
ると、自動スキャンが開始されます。

•自動スキャンがまだ実行中の場合、後続の LOSアラームの状態が変更されると、現
在のスキャンがただちに中止され、新しいスキャンがトリガーされます。

•自動スキャンは、スパン損失の実際の値とスパン損失の前のサンプルの差が、次の設定で
指定された設定可能なスパン損失デルタ値を超えると開始されます。

• hw-module location 0/RP0/CPU0 slot <n> ampli span-loss span-loss-delta 20

OTDR自動イベントシステムのセットアップ

OTDRモジュールは、次の 4つの異なるシナリオで展開できます。

1. シナリオ 1：ノードAがノードBに接続され、各ノードに独自のOTDRモジュールがある
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2. シナリオ 2：2つのノード（Aまたは B）のいずれかで単一の OTDRモジュールを使用し
てノード Aがノード Bに接続されている

3. シナリオ 3：ノード Aがノード Bに接続され、単一の OTDRモジュールが別のノード C
に取り付けられている

4. シナリオ 4：ノード Aがノード Bに接続され、OTDRモジュールが別のノード Cおよび D
に取り付けられている

ノード Aおよび Bは、任意のタイプ、端末、または ILAにすることができます。（注）

シナリオ 1

OTDRモジュールは2つのノードのそれぞれに取り付けられ、各OTDRは独自のローカルEDFA
に接続され、EDFAは同じファイバスパンに面している（ノード Aおよび Bの OTDR）

図 15 : EDFA hw-module remote_nodeの設定

EDFAモジュールごとに、次の CLIコマンドを使用してリモートノード機能を設定する必要が
あります。

ノード A：

hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 1 ampli remote-node local-ipv4 <IP Node A>aremote-ipv4 <IP
Node B> remote-slot-id 1

ノード B：
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hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 1 ampli remote-node local-ipv4 <IP Node B>a remote-ipv4 <IP
Node A> remote-slot-id 1

EDFA hw-module otdr_autoscanの設定

EDFAモジュールごとに、次のCLIコマンドを使用してOTDR自動スキャン機能を設定する必
要があります。

ノード A：

hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 1 ampli otdr-autoscan otdr-module-ipv4-addr <IP Node A>
otdr-slot-id 2 otdr-port-id 1 ampli-far-end-ipv4-addr <IP Node B> ampli-far-end-slot-id 1 scan-type
AUTO

ノード B：

hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 1 ampli otdr-autoscan otdr-module-ipv4-addr <IP Node B>
otdr-slot-id 2 otdr-port-id 1 ampli-far-end-ipv4-addr <IP Node A> ampli-far-end-slot-id 1 scan-type
AUTO

OTDR hw-module otdr_autoscanの設定

OTDRモジュールごとに、次の CLIコマンドを使用してリモートノードの OTDR自動スキャ
ン機能を設定する必要があります。

ノード A：

hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 2 otdr port 1 otdr-autoscan otdr-module-ipv4-addr <IP Node A>
ampli-far-end-ipv4-addr <IP Node A> ampli-far-end-slot-id 1 scan-type AUTO

ノード B：

hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 2 otdr port 1 otdr-autoscan otdr-module-ipv4-addr <IP Node B>
ampli-far-end-ipv4-addr <IP Node B> ampli-far-end-slot-id 1 scan-type AUTO

シナリオ 2

単一のOTDRモジュールが 1つのノードにのみ取り付けられ、OTDRはファイバスパンに面す
る 1つの EDFAにのみ接続される（ノード Aの OTDR）
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図 16 : EDFA hw-module remote_nodeの設定

EDFAモジュールごとに、次の CLIコマンドを使用してリモートノード機能を設定する必要が
あります。

ノード A：

hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 1 ampli remote-node local-ipv4 <IP Node A>a remote-ipv4 <IP
Node B> remote-slot-id 1

ノード B：

hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 1 ampli remote-node local-ipv4 <IP Node B>a remote-ipv4 <IP
Node A> remote-slot-id 1

EDFA hw-module OTDR自動スキャンの設定

同じノード内の単一の OTDRモジュールに接続されている EDFAの場合、次の CLIコマンド
を使用して OTDR自動スキャン機能を設定する必要があります。

ノード A：

hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 1 ampli otdr-autoscan otdr-module-ipv4-addr <IP Node A>
otdr-slot-id 2 otdr-port-id 1 ampli-far-end-ipv4-addr <IP Node A> ampli-far-end-slot-id 1 scan-type
AUTO

OTDR hw-module otdr_autoscanの設定

単一の OTDRモジュールの場合、次の CLIコマンドを使用して OTDR自動スキャン機能を設
定する必要があります。

ノード A：
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hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 2 otdr port 1 otdr-autoscan otdr-module-ipv4-addr <IP Node A>
ampli-far-end-ipv4-addr <IP Node A> ampli-far-end-slot-id 1 scan-type AUTO

同じノード内の1つのEDFAに接続されているOTDRモジュールは1つだけであるため、EDFA
と OTDRの両方の設定が同じ IPアドレスを共有します。

（注）

シナリオ 3

単一の OTDRモジュールが 3番目のノードに取り付けられ、OTDRは異なるノードの EDFA
に接続される（ノード Bの EDFA、ノード Cの OTDR）

図 17 : EDFA HW-module remote_nodeの設定

EDFAモジュールごとに、次の CLIコマンドを使用してリモートノード機能を設定する必要が
あります。

ノード A：

hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 1 ampli remote-node local-ipv4 <IP Node A>a remote-ipv4 <IP
Node B> remote-slot-id 1

ノード B：
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hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 1 ampli remote-node local-ipv4 <IP Node B>a remote-ipv4 <IP
Node A> remote-slot-id 1

EDFA hw-module otdr_autoscanの設定

ノード A：

hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 1 ampli otdr-autoscan otdr-module-ipv4-addr <IP Node A>
otdr-slot-id 2 otdr-port-id 12 ampli-far-end-ipv4-addr <IP Node B> ampli-far-end-slot-id 1 scan-type
AUTO

ノード B：

hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 1 ampli otdr-autoscan otdr-module-ipv4-addr <IP Node C>
otdr-slot-id 1 otdr-port-id 12 ampli-far-end-ipv4-addr <IP Node A> ampli-far-end-slot-id 1 scan-type
AUTO

OTDR hw-module otdr_autoscanの設定

ノード A：

hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 2 otdr port 1 otdr-autoscan otdr-module-ipv4-addr <IP Node A>
ampli-far-end-ipv4-addr <IP Node A> ampli-far-end-slot-id 1 scan-type AUTO

ノード C：

hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 1 otdr port 1 otdr-autoscan otdr-module-ipv4-addr <IP Node C>
ampli-far-end-ipv4-addr <IP Node B> ampli-far-end-slot-id 1 scan-type AUTO

シナリオ 4

専用ノード Cおよび Dに 2つの OTDRモジュールが取り付けられている。各 OTDRノード
は、独自のセクション保護に接続されている（EDFAノードA <> OTDRノード C、EDFAノー
ド B <> OTDRノード D）
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図 18 : EDFA hw-module remote_nodeの設定

EDFAモジュールごとに、次の CLIコマンドを使用してリモートノード機能を設定する必要が
あります。

ノード A：

hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 1 ampli remote-node local-ipv4 <IP Node A> remote-ipv4 <IP
Node B> remote-slot-id 1

hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 3 ampli remote-node local-ipv4 <IP Node A> remote-ipv4 <IP
Node B> remote-slot-id 3

ノード B：

hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 1 ampli remote-node local-ipv4 <IP Node B> remote-ipv4 <IP
Node A> remote-slot-id 1

hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 3 ampli remote-node local-ipv4 <IP Node B> remote-ipv4 <IP
Node A> remote-slot-id 3

EDFA hw-module otdr_autoscanの設定

ノード A：
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hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 1 ampli otdr-autoscan otdr-module-ipv4-addr <IP Node C>
otdr-slot-id 1 otdr-port-id 1 ampli-far-end-ipv4-addr <IP Node B> ampli-far-end-slot-id 1 scan-type
AUTO

hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 3 ampli otdr-autoscan otdr-module-ipv4-addr <IP Node C>
otdr-slot-id 1 otdr-port-id 2 ampli-far-end-ipv4-addr <IP Node B> ampli-far-end-slot-id 3 scan-type
AUTO

ノード B：

hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 1 ampli otdr-autoscan otdr-module-ipv4-addr <IP Node D>
otdr-slot-id 1 otdr-port-id 1 ampli-far-end-ipv4-addr <IP Node A> ampli-far-end-slot-id 1 scan-type
AUTO

hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 3 ampli otdr-autoscan otdr-module-ipv4-addr <IP Node D>
otdr-slot-id 1 otdr-port-id 2 ampli-far-end-ipv4-addr <IP Node A> ampli-far-end-slot-id 3 scan-type
AUTO

OTDR hw-module otdr_autoscanの設定

ノード C：

hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 1 otdr port 1 otdr-autoscan otdr-module-ipv4-addr <IP Node C>
ampli-far-end-ipv4-addr <IP Node A> ampli-far-end-slot-id 1 scan-type AUTO

hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 1 otdr port 2 otdr-autoscan otdr-module-ipv4-addr <IP Node C>
ampli-far-end-ipv4-addr <IP Node A> ampli-far-end-slot-id 3 scan-type AUTO

ノード D：

hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 1 otdr port 1 otdr-autoscan otdr-module-ipv4-addr <IP Node D>
ampli-far-end-ipv4-addr <IP Node B> ampli-far-end-slot-id 1 scan-type AUTO

hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 1 otdr port 2 otdr-autoscan otdr-module-ipv4-addr <IP Node D>
ampli-far-end-ipv4-addr <IP Node B> ampli-far-end-slot-id 3 scan-type AUTO

イベントに基づく自動モードの一般的な OTDRの CLI設定例

次の設定は、近端ノードと遠端ノードの両方で実行する必要があります。次の設定では、EDFA
モジュールと OTDRモジュールの両方が同じノードに存在することを前提としています。

自動モードでOTDR測定を開始するには、EDFAモジュールで次のパラメータを設定する必要
があります。

hw-module location 0/RP0/CPU0 slot slot-number ampli

otdr-autoscan

otdr-module-ipv4-addr otdr-ip-address

otdr-slot-id otdr-slot-number

otdr-port-id otdr-port-number

ampli-far-end-ipv4-addr far-end-edfa-ip-address

ampli-far-end-slot-id far-end-edfa-slot-number

scan-type auto
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自動モードでOTDR測定を開始するには、OTDRモジュールで次のパラメータを設定する必要
があります。

hw-module location 0/RP0/CPU0 slot slot-number otdr port otdr-port-number

otdr-autoscan

otdr-module-ipv4-addr otdr-ip-address

ampli-far-end-ipv4-addr far-end-edfa-ip-address

ampli-far-end-slot-id far-end-edfa-slot-number

scan-type auto

例

次に、自動モードで OTDR測定を開始するための EDFAモジュール設定の例を示します。

configure
hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 3 ampli
otdr-autoscan
otdr-module-ipv4-addr 192.0.2.1
otdr-slot-id 2
otdr-port-id 1
ampli-far-end-ipv4-addr 198.51.100.10
ampli-far-end-slot-id 3
scan-type auto
commit
end

次に、自動モードで OTDR測定を開始するための OTDRモジュール設定の例を示します。

configure
hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 2 otdr port 1
otdr-autoscan
otdr-module-ipv4-addr 192.0.2.1
ampli-far-end-ipv4-addr 198.51.100.10
ampli-far-end-slot-id 3
scan-type auto
commit
end

エキスパートモードでの OTDRの設定
configure

hw-module location 0/RP0/CPU0 slot slot-number otdr port port-number direction direction
mode-expert

capture-length value

capture-offset value

fiber-resolution value

loss-sensitivity value

measure-time value
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pulse-width value

reflection-sensitivity value

span-length value

loss-relative-threshold value

reflection-relative-threshold value

commit

end

例

次のサンプルは、可変スパン長パラメータを使用する特定の一般的なケースで、エキスパート

モードで OTDRを設定するためのガイドラインを提供します。現場のファイバの状態に応じ
て、設定の変更が必要になる場合があります。

ファイバスパン 1 kmの設定例：

configure
hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 2
otdr port 1 direction tx mode-expert pulse-width 10
otdr port 1 direction tx mode-expert span-length 1
otdr port 1 direction tx mode-expert measure-time 180
otdr port 1 direction tx mode-expert capture-length 1
otdr port 1 direction tx mode-expert capture-offset 0
otdr port 1 direction tx mode-expert fiber-resolution 4
otdr port 1 direction tx mode-expert loss-sensitivity 4
otdr port 1 direction tx mode-expert reflection-sensitivity -300

otdr port 1 direction tx mode-expert loss-relative-threshold 20
otdr port 1 direction tx mode-expert reflection-relative-threshold 20

ファイバスパン 25 kmの設定例：

configure
hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 2
otdr port 1 direction tx mode-expert pulse-width 100
otdr port 1 direction tx mode-expert span-length 25
otdr port 1 direction tx mode-expert measure-time 180
otdr port 1 direction tx mode-expert capture-length 25
otdr port 1 direction tx mode-expert capture-offset 0
otdr port 1 direction tx mode-expert fiber-resolution 5
otdr port 1 direction tx mode-expert loss-sensitivity 6
otdr port 1 direction tx mode-expert reflection-sensitivity -300
otdr port 1 direction tx mode-expert loss-relative-threshold 20
otdr port 1 direction tx mode-expert reflection-relative-threshold 20

ファイバスパン 80 kmの設定例：

configure
hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 2
otdr port 1 direction tx mode-expert pulse-width 1000
otdr port 1 direction tx mode-expert span-length 80
otdr port 1 direction tx mode-expert measure-time 180
otdr port 1 direction tx mode-expert capture-length 80
otdr port 1 direction tx mode-expert capture-offset 0
otdr port 1 direction tx mode-expert fiber-resolution 250
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otdr port 1 direction tx mode-expert loss-sensitivity 15
otdr port 1 direction tx mode-expert reflection-sensitivity -300
otdr port 1 direction tx mode-expert loss-relative-threshold 20
otdr port 1 direction tx mode-expert reflection-relative-threshold 20

ファイバスパン 100 kmの設定例：

configure
hw-module location 0/RP0/CPU0 slot 2
otdr port 1 direction tx mode-expert pulse-width 7000
otdr port 1 direction tx mode-expert span-length 100
otdr port 1 direction tx mode-expert measure-time 180
otdr port 1 direction tx mode-expert capture-length 100
otdr port 1 direction tx mode-expert capture-offset 0
otdr port 1 direction tx mode-expert fiber-resolution 50
otdr port 1 direction tx mode-expert loss-sensitivity 15
otdr port 1 direction tx mode-expert reflection-sensitivity -300
otdr port 1 direction tx mode-expert loss-relative-threshold 20
otdr port 1 direction tx mode-expert reflection-relative-threshold 20

エキスパートモードの OTDR設定パラメータ

表 10 :エキスパートモードの OTDR設定パラメータ

デフォルト範囲説明パラメータ

1000～ 150測定のエンドポ

イントの距離。

capture-length（km単位）

00～ 150開始点。capture-offset（km単位）

250～ 100測定ステップか

らの距離。

fiber-resolution（m単位）

6+4～ +50損失が実際の損

失と見なされな

い限度。

loss-sensitivity（0.1dB単位）

1800～ 360完全な光学ス

キャンの実行に

必要な時間。

measure-time（秒単位）

10008～ 100000測定中のパルス

幅。

pulse-width（ナノ秒単位）

-300-400～ -140反射が実際の反

射と見なされな

い限度。

reflection-sensitivity（0.1dB単位）

1000～ 150スパンの長さ。span-length（km単位）
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デフォルト範囲説明パラメータ

2+1～ +300OTDRモジュー
ルから読み取ら

れた損失値に相

対損失しきい値

を加えたものを

ベースライン値

と比較するしき

い値。

loss-relative-threshold（0.1dB単位）

2+1～ +300OTDRモジュー
ルから読み取ら

れた反射値に相

対反射しきい値

を加えたものを

ベースライン値

と比較するしき

い値。

reflection-relative-threshold（0.1dB
単位）

エキスパートモードでの OTDR測定の開始
hw-module slot slot-number otdr port port-number direction direction scan expert

例

次の例では、TX方向のエキスパートモードで OTDR測定を開始します。

hw-module slot 3 otdr port 1 direction tx scan expert

ユーザーは、「Otdr action will continue in the background」（Otdrアクションがバックグラウン
ドで続行されます）というメッセージを受信します。OTDR測定のステータスを表示するに
は、show hw-module slot slot-number otdr statusコマンドを使用します。

OTDR測定のリストの表示
show hw-module slot slot-number otdr scan

例

次に、OTDR測定のリストを表示する例を示します。

show hw-module slot 3 otdr scan

#| otdr#| Rx/Tx|Mode| Date/Time | SOR filename
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-----+-------+-------+--------+--------------------+-----------------------
0| 1 | Tx |AUTO|20180504-092810|ncs1001_slot3_otdr1_TX.20180504-092810.sor
1| 1 | Tx |AUTO|20180504-114239|ncs1001_slot3_otdr1_TX.20180504-114239.sor

次の表では、上記の例の重要なフィールドについて説明します。

説明フィールド

OTDR測定の数。#

OTDR測定が実行されるポート。otdr#

OTDR測定の方向。Rx/Tx

スキャンのタイプ（自動またはエキスパート）。Mode

OTDR測定の日時。Date/Time

測定データを含むファイルの数。SOR filename

次の例は、位置番号 0に保存されている OTDR測定のデータを示しています。

show hw-module slot 3 otdr scan 0

Measurement on: 20180504-151351

OTDR device number: 1
Scan direction: Tx
Scan mode: Auto
Directory location: /harddisk:/otdr
File name: ncs1001_slot3_otdr1_TX.20180504-151351.sor

Total ORL: 29.86 dB
Distance (estimate): 38.996 km

Total number of event detected: 3

Event# | TYPE | LOCATION(km) | ACCURACY(m) | MAGNITUDE(dB) | TH-CROSSING
-------+--------------------+--------------+-------------+---------------+------------

0 | LOSS | 0.000 | 5.62 | -1.09 | NO
1 | LOSS | 23.840 | 114.06 | -0.44 | NO
2 | END OF FIBER | 38.996 | 249.00 | | NO

次の表では、上記の例の重要なフィールドについて説明します。

説明フィールド

ポート番号。OTDR device number

スキャンの方向。Scan direction

スキャンのモード（自動またはエキスパート）。Scan mode

SORファイルが保存されている場所。Directory location

SORファイルの名前。File name
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説明フィールド

光反射減衰量（dB単位）。Total ORL

距離（km単位）。Distance (estimate)

OTDR測定中に検出されたイベント。Total number of event detected

イベントの数。Event#

イベントがファイバの LOSSまたは ENDである場合のイベ
ントのタイプ。

TYPE

イベントがスパンに入る場所。LOCATION(km)

イベントがスパンに入る精度。ACCURACY(m)

イベントの規模の損失。MAGNITUDE(dB)

loss-abs-threshold値。TH-CROSSING

OTDR測定の停止
このコマンドを使用して、自動モードおよびエキスパートモードでOTDR測定を停止します。

hw-module slot slot-number otdr port port-number scan abort

例

次のコマンドは、キャンセル操作後の自動モードでのOTDR測定のステータスを表示します。

show hw-module slot 3 otdr status

Port | Rx/Tx | Date/Time | Training | OTDR Measurement|Next scan (min)
-------+-------+---------------------+--------------------+----------------------+--------

1 | Tx | 20190927-102727 | ABORTED | UNKNOWN | 0

次のコマンドは、キャンセル操作後にエキスパートモードでのOTDR測定のステータスを表示
します。

show hw-module slot 3 otdr status

Port | Rx/Tx | Date/Time | Training | OTDR Measurement
-------+-------+---------------------+--------------------+-------------------

1 | Tx | 20180503-181159 | UNKNOWN | ABORTED
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論理ポートとフォトダイオードのパワーレベルの表示
OTDRモジュールの物理ポートに関連付けられているフォトダイオードと論理ポートのパワー
値を表示するには、show controller otssummaryコマンドを使用します。

例：

RP/0/RP0/CPU0:IOS#show controllers ots 0/2/0/* summary
Tue Jan 23 13:49:41.604 CET

Port Type Status TX Power TX Total Power RX Power RX Total Power RX Voa
Attenuation TX Voa Attenuation Ampli Gain Ampli Tilt

(dBm) (dBm) (dBm) (dBm)
(dBm) (dBm)
---- ---- ------ ----------- -------- ----------
--------------- ------------------ ------------- ----------
Ots0_2_0_0 Com N/A -40.00 Unavailable -40.00 Unavailable
Unavailable Unavailable Unavailable Unavailable
Ots0_2_0_1 Com N/A 0.60 Unavailable -16.60 Unavailable
Unavailable Unavailable Unavailable Unavailable
Ots0_2_0_2 Osc N/A -17.60 Unavailable 1.30 Unavailable
Unavailable Unavailable Unavailable Unavailable
Ots0_2_0_3 Com N/A -40.00 Unavailable -40.00 Unavailable
Unavailable Unavailable Unavailable Unavailable
Ots0_2_0_4 Com N/A 0.20 Unavailable -22.20 Unavailable
Unavailable Unavailable Unavailable Unavailable
Ots0_2_0_5 Osc N/A -23.60 Unavailable 1.30 Unavailable
Unavailable Unavailable Unavailable Unavailable

対応する各 OTSコントローラのステータス、RX合計パワー、TX合計パワー、RX減衰、TX
減衰、増幅器ゲイン、増幅器チルトなどのパラメータは、OTDRカードでは使用できません。

（注）
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第 5 章

パフォーマンスモニタリングの設定

パフォーマンスモニタリング（PM）パラメータは、問題の早期検出のためにパフォーマンス
データを収集、保存、しきい値設定、およびレポートするためにサービスプロバイダーによっ

て使用されます。ユーザーは、さまざまなコントローラの現在および過去のPMカウンタを複
数の間隔で取得できます。

光パラメータのPMには、レーザーバイアス電流、送信および受信光パワー、平均偏波モード
分散、累積波長分散、および受信光信号対雑音比（OSNR）が含まれます。これらのパラメー
タにより、トラブルシューティングが簡単になり、より多くのデータを機器から直接収集でき

るようになります。

• PMパラメータの設定（77ページ）
• PMパラメータの表示（78ページ）

PMパラメータの設定
OTSコントローラのパフォーマンスモニタリングパラメータを設定できます。PMパラメー
タを設定するには、次のコマンドを使用します。

configure

controller controllertype R/S/I/P { pm { 15-min | 24-hour | 30-sec } ots { report | threshold } { opr |
opt }value }

commit

例

次に、OTSコントローラのパフォーマンスモニタリングパラメータを 24時間間隔で設定する
例を示します。

configure
controller ots 0/1/0/0 pm 24-hour ots report opr max-tca enable
commit

上記のコマンドは、24時間間隔で0/1/0/0コントローラのopr（受信した光パワー）の最大TCA
（しきい値超過アラート）を有効にします。
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configure
controller ots 0/1/0/0 pm 24-hour ots threshold opr max 4000
commit

上記のコマンドは、24時間間隔で 0/1/0/0コントローラの oprの最大 TCAを設定します。

PMコレクタは、次の間隔で起動し、コントローラデータを収集します。

• 30秒間隔：6秒の 30サンプルのジッタープロビジョニング

• 15分間隔：45秒の 32サンプルのジッタープロビジョニング

• 24時間間隔：45秒の 1サンプルのジッタープロビジョニング

ジッターにより、データプロバイダー PMエンジンで収集されたデータの計算遅延が生じま
す。

PMパラメータの表示
OTSコントローラのパフォーマンスモニタリングパラメータを表示するには、次の手順を使
用します。

手順

show controllers controllertype R/S/I/P { pm { current | history } { 15-min | 24-hour
| 30-sec | flex-bin } { optics lane-number }{bucket bucket-number }

pm historyには bucketパラメータを指定する必要があります。

例：

RP/0/RP0/CPU0:ios# show controllers ots 0/1/0/0 pm current 15-min optics 1

光コントローラの現在のパフォーマンスモニタリングパラメータを 15分間隔で表示します。

Thu Mar 16 15:07:21.093 CET

Optics in the current interval [15:00:00 - 15:07:21 Thu Mar 16 2017]

Optics current bucket type : Valid
MIN AVG MAX Threshold TCA Threshold TCA
(min) (enable) (max) (enable)
LBC[% ] : 0.2 4.5 18.6 0.0 NO 0.0 NO
OPT[dBm] : -40.00 -0.40 8.00 -50.00 NO 10.00 NO
OPR[dBm] : -17.52 -17.01 -16.90 -50.00 NO 10.00 NO

Last clearing of "show controllers OPTICS" counters never

show controllerコマンドが誤ったバケットを返すことがあります。たとえば、"Mon May 29
15:02:05.697 CEST"での次のコマンドクエリは、間隔 [15:01:30 - 15:02:00 Mon May 29 2017]の
バケットが返されるはずですが、前のバケット [15:01:00 - 15:01:30 Mon May 29 2017]が返され
ます。

RP/0/RP0/CPU0:ios# show controllers optics 0/1/0/4 pm history 30-sec optics 1 bucket 5
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バケット 5に関連する光コントローラの現在のパフォーマンスモニタリングパラメータを 15
分間隔で表示します。

Mon May 29 15:02:05.697 CEST

Optics in interval 1 [15:01:00 - 15:01:30 Mon May 29 2017]

Optics history bucket type : Valid
MIN AVG MAX

LBC[% ] : 335.3 341.3 352.3
OPT[dBm] : 1.90 2.01 2.10
OPR[dBm] : -12.20 -12.16 -12.10

Last clearing of "show controllers OPTICS" counters never
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第 6 章

USB自動マウント

この章では、NCS 1000での USB自動マウントの設定について説明します。

• USB自動マウント（81ページ）

USB自動マウント
USB自動マウント機能を使用すると、USBデバイスを明示的にマウントせずに、ファイルや
フォルダの読み取りまたは書き込みを行うことができます。マウントされたUSBデバイスは、
disk2:ファイルシステムとしてアクセスできます。

ユーザーは、NCS 1000から USBデバイスを取り外す前に、sysadmin-vmまたは XRからマウ
ント解除する必要があります。デバイスをマウント解除した後、デバイスを取り外す前にUSB
デバイスを再度マウントする必要がある場合は、mountコマンドを使用して実行できます。
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付録 A
SNMPの設定

NCS 1001では、次のMIBがサポートされています。

• CISCO-OPTICAL-OTS-MIB

• CISCO-CONFIG-MAN-MIB

• CISCO-FLASH-MIB

• CISCO-ENTITY-REDUNDANCY-MIB

• CISCO-SYSTEM-MIB

• CISCO-ENTITY-ASSET-MIB

• EVENT-MIB

• DISMAN-EXPRESSION-MIB

• CISCO-FTP-CLIENT-MIB

• NOTIFICATION-LOG-MIB

• CISCO-RF-MIB

• CISCO-TCP-MIB

• UDP-MIB

• CISCO-OTN-IF-MIB

• CISCO-ENHANCED-MEMPOOL-MIB

• CISCO-PROCESS-MIB

• CISCO-SYSLOG-MIB

• ENTITY-MIB

• CISCO-ENTITY-FRU-CONTROL-MIB

• CISCO-IF-EXTENSION-MIB

• RMON-MIB

• CISCO-OPTICAL-MIB
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• CISCO-ENTITY-SENSOR-MIB

次の表に、SNMP MIBの詳細とドキュメントのリンクを示します。

リンクタスク

SNMP Object NavigatorMIB定義の決定

SNMPの設定SNMPの設定

SNMPベストプラクティスSNMPクエリの推奨順序、最大キャッシュヒッ
ト、および SNMPの再試行とタイムアウトの
推奨事項に関する SNMPのベストプラクティ
スを理解する
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http://snmp.cloudapps.cisco.com/Support/SNMP/do/BrowseOID.do?local=en
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/asr9000/software/710x/system-management/configuration/guide/b-system-management-cg-asr9000-710x/configuring-snmp.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios_xr_sw/iosxr_r3-9-1/mib/guide/crs-gsr_appe.html
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